
2011 

１２
No.119

p2-11    ■ 特集　被災地からのメッセージ
　　　　　あの日に備え何をすべきだったか
p12-13  ■ 年末年始・市役所の仕事、ごみ収集と持ち込み受付
p14-15  ■ 特定健診結果のお知らせ、追加検診のご案内

p18       ■ 静岡県市町対抗駅伝競走大会、伊豆の国市駅伝大会
p20       ■ 伊豆半島ジオパーク　フォトコンテスト開催
p21       ■ 耳より情報
■■■（取り出してご使用ください）12 月のカレンダー■■■

大好きなお兄ちゃんと毎日元気に

幼稚園に行っています。たくさん

遊んで体も心も大きく育ってね！

健
けん

太
た

さん・香
か

織
おり

さんの次男（小坂）

 萩
はぎ

原
わら

　煌
こう

牙
が

 くん
( 平成 19 年 12 月 22 日生 )

　平成 20年～22年の各 1月生ま
れ（２～４歳まで）のお子さんを募
集します。電話またはメールで 12
月 7日（水）までにお申し込みくだ
さい。詳しくは市ホ
ームページ（携帯版）
をご覧ください。
申込み　秘書広報課
☎ 055-948-1431

１月号出場者募集

市ホームページ
ＱＲコード

歌と電車が大好き、いつも陽気な

たっくん。楽しいおしゃべりでみ

んな笑顔になるよ。

英
ひで

樹
き

さん・久
く

美
み

子
こ

さんの次男（寺家）

船
ふな

橋
ばし

　拓
たく

夢
む

 くん
( 平成 19 年 12 月 15 日生 )

音はおしゃれが大好き。笑顔でいつ

もいやされています。家族みんなの

宝物だよ。

義
よし

光
みつ

さん・綾
あや

さんの長女（大北）

鈴
すず

木
き

　音
おと

 ちゃん
( 平成 19 年 12 月 19 日生 )

小さく生まれた綾音ちゃん。とて

も元気で、よくしゃべる子に育っ

てくれてうれしいです。

 俊
とし

宏
ひろ

さん・雅
まさ

代
よ

さんの長女（星和）

 渡
わた

邉
なべ

　綾
あや

音
ね

 ちゃん
( 平成 20 年 12 月 28 日生 )

多田のばあば、原木のばあばが大

好きだよ。わんぱくなぼくだけど、

これからもたくさん遊んでね。

 淳
あつし

さん・陽
よう

子
こ

さんの長男（多田）

尾
お

川
がわ

　雄
ゆう

紀
き

 くん
( 平成 19 年 12 月 28 日生 )

弟と仮面ライダーになりきり遊ん

でいる竜希。これからも 2 人仲良

く笑顔いっぱいの竜希でいてね。

 浩
こう

一
いち

さん・鈴
すず

さんの長男（大仁）

杉
すぎ

本
もと

　竜
りゅうき

希 くん
( 平成 19 年 12 月 14 日生 )

笑顔がおバカなゆづき。ゆづの笑

顔は家族の宝物だよ。にいにに優

しく“ふたり”で仲良くしてね！

 正
ただし

 さん・なつみさんの長女（古奈）

 宮
みや

﨑
ざき

　佑
ゆ

月
づき

 ちゃん
( 平成 19 年 12 月 5日生 )
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『
広
報
い
ず
の
く
に
』は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
菊
は
、
平
成
26
年
に
開
催

さ
れ
る
全
国
菊
化
連
盟
伊
豆
の
国

大
会（
仮
称
）に
向
け
て
、
全
菊
連

静
岡
県
東
部
支
部
が
品
種
改
良
を

重
ね
開
発
し
た
も
の
。
こ
れ
か
ら

全
国
に
同
種
の
種
が
配
布
さ
れ
、

愛
好
家
に
よ
っ
て
競
技
花
と
し
て

育
て
ら
れ
ま
す
。
伊
豆
の
国
市
に

相
応
し
い
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
24
年
１
月
13
日（
金
）ま
で

募
集
方
法

名
称
お
よ
び
そ
の
理
由
、
発
案
者

の
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
明
示

し
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

競技花としては全国初の
錦
にしき

色
いろ

に輝く菊（写真は試作品）

申
込
み
・
問
合
せ

　

市
役
所
秘
書
広
報
課

　

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
３
１

　

Ｅ
メ
ー
ル

  hisyo@
city.izunokuni.shizuoka.jp



　　宮城県多賀城市の東日本大震災被害状況

津波の高さ　　　約２ｍ～４ｍ（仙台港で約７ｍ）

浸水面積　　　　約 662ha（市面積の約 34％）

災害ガレキ　　　約 290,000㎡

被災車両移動数　5,077 台

家屋解体受付数　1,376 件

避難所受入人数　31 カ所 10,274 人

　　　　　　　　（平成 23 年 3月 15 日時点）

写真：宮城県多賀城市の被災状況
①津波による被害が大きかった国道 45号（3月 13 日撮影）
②津波により浸水した桜木地区（3月 12 日撮影）
③津波で流され積み重なった自動車（3月 13 日撮影）
④地震により崩壊した砂押川堤防（3月 12 日撮影）
⑤地震から 2日後の避難所（3月 13 日撮影）
⑥ JX 日鉱日石エネルギー仙台製油所の火災（3月 11 日撮影）

損害額　　　　　54 億 9,400 万円（会社・事業所含まず）

　多賀城市内での死者数　　　　　 　住宅被害

①

②

③

④

⑤

⑥

＊宮城県多賀城市は『全国市町村あやめサミット連絡協議会』に加盟し、当市と災害時の相互応援協定を締結している自治体です。

あ
の
日
、
東
日
本
大
震
災
は

そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
か
ら

大
切
な
財
産
と
、
家
族
や
友
人
の
命
を

奪
い
去
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
被
災
地
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

忘
れ
て
し
ま
い
た
い『
過
去
』の
傷
跡

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

87
パ
ー
セ
ン
ト
。

…
今
後
30
年
以
内
に

東
海
地
震
が
発
生
す
る
確
率
で
す
。

死
者
１
１
１
人
、
重
傷
者
２
７
６
人
。

…
第
３
次
地
震
被
害
想
定
に
お
け
る

伊
豆
の
国
市
の
想
定
被
害
者
数
で
す
。

こ
れ
が
、私
た
ち
に
突
き
つ
け
ら
れ
た『
未
来
』。

東
海
地
震
に
脅
え
る
私
た
ち
の
た
め
、

自
ら
の
傷
が
痛
む
こ
と
を
厭い

と

わ
ず
、

被
災
地
・
多
賀
城
市
が
く
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

『
今
』私
た
ち
は
、

被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
止
め
、

『
未
来
』を
切
り
開
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

特  集　  被災地からのメッセージ

あの日に備え 何をすべきだったか
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ら自みずか

特  集　  被災地からのメッセージ

あの日に備え
　　何をすべきだったか

ま
ず
は
、
私
た
ち
が
自
分

で
で
き
る
こ
と『
自じ

じ

ょ助
』

に
つ
い
て
。
東
日
本
大
震
災
で

津
波
の
被
害
を
受
け
た
多
賀
城

市
で
は
、
１
８
８
人
も
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
約
半
数
は
市
外
の
人
で

し
た（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）。
現

時
点
で
、
伊
豆
の
国
市
内
で
の

津
波
被
害
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
と
は
い
え
、
私
た
ち
も
、
沿

岸
部
な
ど
の
市
外
で
津
波
に
遭

う
可
能
性
は
十
分
あ
り
ま
す
。

『
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
す
ぐ

に
高
台
へ
避
難
』す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
普
段
か
ら
近
所
付
き

合
い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

多
賀
城
市
で
は
、
近
所
の
人
と

声
を
か
け
合
っ
た
お
か
げ
で
津

波
か
ら
避
難
で
き
て
助
か
っ
た

と
い
う
人
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
事
前
の
備
え
と

し
て
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 自

分
で
で
き
る
こ
と

停電時の情報源として携帯ラジオを
備えましょう。最近はテレビを受信
できる携帯電話などもありますが、
電池消費が少なく、コミュニティＦＭ
など地域に密着した情報が得られる
点では、やはりラジオがベストです。

飲料水９㍑
（１日あたり３㍑） カレーなどのレトルト食品

各種缶詰
（煮魚・フルーツなど）

ラーメン・そば・パスタ
などの乾燥麺類

カセットコンロ
（予備のカセットも）

米３合
（１日あたり１合）

　市内には、地域防災計画で定め
た 21カ所の避難所があります（左
表）。自宅や職場から一番近い避
難所を事前にチェックしておき
ましょう。避難所の位置は、以前
各家庭にお配りした『伊豆の国市
防災マップ』（市ホームページで
も公開中）で確認できます。

避難所の確認

　火災保険では補償
されない、地震や津
波などによる損害を
補償する保険です。
東日本大震災では、
地震保険（特に家具・
電気製品などの家
財）に入っていたおかげで補償を受けられた人
がいました。一方で、保険会社との間に補償金
額を巡るトラブルが発生する例もあるようです。
契約前に補償内容をしっかり確認しましょう。
　地震保険に関する詳細は、各保険会社に直接
お問い合わせください。

市内の避難所（21カ所）
地図 避難所名 所在地
伊
豆
長
岡
地
区

① アクシスかつらぎ 古奈 255
② 長岡中学校 長岡 1407-5
③ 長岡南小学校 長岡 1294-1
④ 長岡北小学校 南江間 1200
⑤ 江間防災センター 南江間 1212-1

韮
山
地
区

⑥ 富士美幼稚園 原木 1343
⑦ 韮山小学校 四日町 350-1
⑧ 県立伊豆中央高等学校 寺家 970-1
⑨ 県立東部特別支援学校 寺家 235-1
⑩ 韮山南小学校 中 817-1
⑪ 県立韮山高等学校 韮山韮山 229
⑫ 韮山中学校 韮山韮山 393
⑬ 韮山体育館 韮山韮山 392-1

大
仁
地
区

⑭ 県立大仁高等学校跡地 大仁 334
⑮ 中島防災センター 中島 257-3
⑯ 大仁中学校 三福 1276-20
⑰ 大仁小学校 三福 325-1
⑱ ひまわり保育園 三福 934-1
⑲ 御門防災センター 御門 32-1
⑳ 大仁北小学校 守木 312-1
大仁東小学校跡地 下畑 1930

地震直後の避難所（多賀城市）

地震保険の加入

＊ 東日本大震災の教訓を得て、現在、避難所数を見
直し中です。確定次第、改めてお知らせします。

Message

１

非常持ち出し袋は、家族全員が分かりや
すい場所に置きましょう。中身は、災害
備蓄品とは違い、避難するときに持ち出
す『必要最低限のもの』。４～ 11 ページ
上段のイラストを参考に備えてください。
重さの目安は成人男性で 15kg、成人女性
で 10kg 以内が適当です。

非常持ち出し袋の中身

携帯ラジオの備え
東
海
地
震
へ
の
備
え
を
実
践
す
る

小
嶋
正
蔵
さ
ん
と

孫
の
真
希
ち
ゃ
ん（
中
）

ラーメン・そば・パスタ

伊豆の国市防災マップ

各種缶詰

クラッカー・乾パン類

ワイン・梅酒・焼酎など
（＊寒い時に体を温めたり、

疲れを癒
いや

すため）

調理器具・食器類

小嶋正蔵さん（中）実践
　

地
震
で
家
が
壊
れ
た
場
合

も
考
え
、
備
蓄
品
の
保
管
場

所
は
家
の
外（
物
置
や
車
庫

な
ど
）
が
適
し
て
い
ま
す
。

県
や
市
は
、
備
蓄
食
料
は
３

日
分
と
指
導
し
て
い
ま
す

が
、
わ
が
家
で
は
10
日
分
を

備
え
、
年
に
一
回
は
入
れ
替

え
を
し
て
い
ま
す
。
行
政
の

支
援
を
過
大
に
期
待
せ
ず
、

生
活
必
需
品
は
各
家
庭
の
備

え
で
用
が
足
り
る
よ
う
に
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

３日分の備蓄食料（写真は成人男性1人分の例） 家族の人数分をまとめて保存するのがおすすめ
です。食品は賞味期限切れに注意して、定期的
な入れ替えをしましょう。

非常持ち出し袋
の中身（参考例）

懐中電灯ラジオ乾電池ロウソクマ ッ チ・
ライター

飲料水クラッカーナ イ フ・
缶切り

＊ 備蓄食料はあくまで参考例です。これらに限らず
各個人・家庭に適した備蓄をしてください。



が公おおやけ

に共とも

原
木
区
自
主
防
災
会
長

　
　
　

山
下
正
浩
さ
ん

同
防
災
委
員
長

三
須
廣
幸
さ
ん

同
防
災
副
委
員
長

梅
原
一
夫
さ
ん
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東
海
地
震
は『
都
市
直
下
型

の
海
溝
型
大
地
震
』で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
震
源
域（
プ

レ
ー
ト
境
界
）は
太
平
洋
沖
だ
っ

た
の
で
、
揺
れ
は
激
し
い
と
い
う

よ
り
長
く
、
津
波
も
到
達
ま
で
20

〜
30
分
か
か
り
ま
し
た
。し
か
し
、

東
海
地
震
の
震
源
域
は
静
岡
県

の
ほ
ぼ
真
下
で
す
。
東
海
地
震
で

は
、東
日
本
大
震
災
よ
り
も
阪
神・

淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
激
し
い
揺

れ
と
、
地
震
発
生
か
ら
数
分
で
到

達
す
る
津
波
が
、
静
岡
県
を
襲
う

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
第
３
次
地
震
被
害
想
定

（
※
１
）で
は
、
県
民
の
生
活
圏
の

ほ
ぼ
全
域
が
震
度
６
強
〜
７
の
激

し
い
揺
れ
と
余
震
に
襲
わ
れ
、
沿

岸
で
は
地
震
直
後
の
大
津
波
も
発

生
し
、
静
岡
県
内
全
域
が
同
時
多

発
・
広
域
の
激げ

き
じ
ん
さ
い
が
い

甚
災
害
に
な
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
。
伊
豆
の
国
市

も
例
外
で
は
な
く
、
死
者
１
１
１

人
、
重
傷
者
２
７
６
人
、
要
救
助

者
５
９
０
人
の
人
的
被
害
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

沿
岸
部
の
な
い
伊
豆
の
国
市
で

は
、
津
波
の
直
接
的
な
被
害
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

沿
岸
部
の
市
町
で
活
動
す
る
機
会

は
多
い
は
ず
で
す
。
津
波
は
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
日
本
で

も
、
地
震
直
後
に
避
難
し
た
人
は

助
か
っ
て
い
ま
す
が
、
避
難
し
な

か
っ
た
人
の
５
割
が
津
波
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も『
地

震
が
来
た
ら
す
ぐ
高
台
に
避
難
』

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

防
災
対
策
と
し
て
は
、
ま
ず

自
分
の
身
は
自
分
で
守

る『
自 

じ
 
じ
ょ助

』を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

県
や
市
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、

地
震
後
３
日
間
は
人
命
救
助
を
最

優
先
と
し
て
い
る
の
で
、
助
か
っ

た
人
へ
の
水
や
食
料
の
配
給
は
後

回
し
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
県
民

意
識
調
査
に
よ
る
と
、
３
日
分
の

水
・
食
料
を
備
蓄
し
て
い
る
人
は
、

わ
ず
か
３
割
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
水

や
食
料
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
地
震
が
起
き
た
後
、
自

ら
が
避
難
所
に
入
ら
な
く
て
も

い
い
環
境
づ
く
り
も
必
要
で
す
。

『
Ｔト

ウ

カ

イ

‐

ゼ

ロ

Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
‐
０
』（
※
２
）で
住

宅
の
耐
震
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
上
で
、
地
域
を
み
ん
な
で

守
る『
共き

ょ
う
じ
ょ助

』
が
必
要
で
す
。
県

内
の
自
主
防
災
組
織
は
、
構
成
す

る
住
民
の
高
齢
化
が
進
み
、
助
け

る
人
が
助
け
ら
れ
る
人
に
な
っ
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

注
目
さ
れ
る
の
が
、若
い
力
で
す
。

平
成
22
年
度
の
防
災
訓
練
に
は
、

県
内
中
・
高
生
の
37
％
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。
お
祭
り
や
会
合

な
ど
で
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
活

動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

り
、
地
域
の
防
災
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

防
災
対
策
と
は
、
ま
れ
に
し
か

遭
遇
し
な
い
災
害
を
、
い
か
に
自

分
自
身
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
か
が

カ
ギ
と
な
り
ま
す
。『
自
助
』、『
共

助
』を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

ら
を『
公こ

う
じ
ょ助

』が
し
っ
か
り
支
え

ま
す
。
私
た
ち
の
真
下
で
起
こ
る

巨
大
災
害
に
、
み
ん
な
で
立
ち
向

か
い
ま
し
ょ
う
。

次
に
隣
近
所（
地
域
）で
助
け

合
う『
共き

ょ
う
じ
ょ助

』
に
つ
い
て
。

公
民
館
や
集
会
所
に
備
蓄
を
し
ま

し
ょ
う
。
例
え
ば
食
料
、
毛
布
、

自
家
発
電
、
テ
レ
ビ
な
ど
。
普
段

か
ら
隣
近
所
の『
絆き

ず
な

』も
大
切
に
。

多
賀
城
市
で
も
、
仲
の
良
い
地
域

は
避
難
所
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
が
少

な
く
、
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
地
域
の
企
業
や
事

業
所
と
の
連
携
も
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
防
災
訓
練
は
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
、
地
域

の
み
ん
な
が
楽
し
く
参
加
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
ひ
と
工
夫
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

地
域
で

　
　

で
き
る
こ
と

そ
し
て
、
市
役
所
で
で
き
る

『
公こ

う
じ
ょ助

』に
つ
い
て
。
市
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、
市
民
目
線
と

決
断
力
で
す
。
多
賀
城
市
の
菊
地

健
次
郎
市
長
は
、
市
民
目
線
で
重

要
な
こ
と
を
考
え
、
津
波
で
道
路

を
封
鎖
し
た
車
や
ガ
レ
キ
を
早
急

に
片
付
け
る
と
と
も
に
、
詳
し
い

情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
い

ち
早
く
発
信
し
ま
し
た
。
こ
の
英

断
に
よ
り
、
早
期
に
全
国
の
支
援

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
賀
城
市
を
支
援
し
た
の
は
、

『
あ
や
め
』
や
『
史
跡
』、『
友
好

都
市
』な
ど
の
つ
な
が
り
を
持
つ

全
国
の
市
町
。
そ
う
し
た
日
ご
ろ

の
交
友
関
係
の
多
さ
が
、
多
賀
城

市
を
窮
地
か
ら
救
い
ま
し
た
。

市
役
所
で

　
　

で
き
る
こ
と

【
い
わ
た 

た
か
よ
し
】　

昭
和
54
年
の

静
岡
県
庁
入
庁
以
来
、
東
海
地
震
対

策
に
従
事
し
て
き
た『
防
災
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
』。
静
岡
県
防
災
局
防
災
情

報
室
長
、
同
室
長
兼
防
災
報
道
監
な

ど
を
歴
任
し
、
平
成
21
年
に
静
岡
県

危
機
報
道
監
兼
危
機
情
報
室
長
を
経

て
現
職
と
な
る
。

静
岡
県
危
機
管
理
部
危
機
報
道
監　

岩い
わ
た田

孝た
か
よ
し仁

さ
ん

三須廣幸さん（原木）

　

原
木
区
に
は
、
公
民
館
に

４
つ
の
備
蓄
倉
庫
、
区
内
に

２
つ
の
防
災
倉
庫
が
あ
り
、

発
電
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、

ス
コ
ッ
プ
な
ど
、
災
害
直
後

の
救
援
活
動
に
使
う
も
の
を

多
く
備
え
て
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
以
降
は
、
マ
ス
ク

や
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
避
難
生

活
に
必
要
な
物
も
増
や
し
ま

し
た
。
逆
に
、
食
料
や
水
は

各
家
庭
で
備
え
て
も
ら
い
た

い
の
で
、
あ
ま
り
備
蓄
し
て

い
ま
せ
ん
。
年
１
回
は
倉
庫

の
中
身
を
点
検
、整
理
し
て
、

役
員
が
代
替
り
し
た
後
も
引

き
継
い
で
も
ら
え
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
級
の
揺
れ
と

東
日
本
よ
り
速
い
津
波

巨
大
災
害
に
立
ち
向
か
う

『
自
助
』、『
共
助
』、『
公
助
』

（
※
１
）静
岡
県
第
３
次
地
震
被
害
想

定
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を

も
と
に
、
平
成
13
年
に
県
が
策
定
し

た
東
海
地
震
の
被
害
想
定
。
東
日
本

大
震
災
発
生
を
受
け
、
現
在
第
４
次

想
定
の
策
定
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

東日本大震災と違い、静岡県は震
源域（プレート境界）がほぼ真下

（
※
２
）
Ｔト

ウ

カ

イ

‐

ゼ

ロ

Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
‐
０
は
東

海
地
震
に
お
け
る
建
築
物
等
の
倒
壊

か
ら
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た

め
の
耐
震
化
助
成
制
度
。
木
造
住
宅

の
耐
震
化
は
昭
和
56
年
５
月
以
前
に

建
築
さ
れ
た
建
物
が
対
象
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課
住
宅
管
理
室

　
　

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
３
０

子どもたちも参加する訓
練で防災の輪を広げる。

Message

２

Message

３

Message

４

自
分
で
守
る『
自 

じ
 
じ
ょ助
』、
み
ん
な
で
守
る『
共き

ょ
う
じ
ょ助
』、

そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
支
え
る『
公こ

う
じ
ょ助
』。

実践

京都府長岡京市など実践

特  集　  被災地からのメッセージ

あの日に備え
　　何をすべきだったか

消毒薬ばんそうこうハサミ常備薬下着 缶詰ティッシュ包帯上着
レトルト
食品

　伊豆の国市でも、平成 20 年
１月に姉妹都市である京都府長
岡京市と、また旧伊豆長岡町時
代から『全国市町村あやめサミ
ット協議会』の加盟市町（多賀城
市など）と災害時の相互応援協
定を結び、いざというとき助け
合える体制をとっています。
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山
下
正
浩
さ
ん（
以
下
山
下
）
原
木
区

で
は
震
災
後
、『
自
助
』『
共
助
』の
考

え
に
基
づ
き
、
区
民
の
防
災
意
識
の
向

上
の
た
め
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。
一
つ
は『
防
災
講
演
会
』。

新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
者
で
あ
る
小

嶋
正
蔵
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
体
験
談

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
う
一

つ
は
、
防
災
訓
練
で
の『
防
災
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
』。
中
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
一
堂
に
会
し
、
楽
し
く
防
災

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

岩
田　

市
や
建
設
業
協
会
が
、
職
員
や

地
域
も
巻
き
込
み
多
賀
城
市
を
支
援
し

た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

望
月
良
和
市
長（
以
下
市
長
）
伊
豆
の

国
市
は
、『
全
国
市
町
村
あ
や
め
サ
ミ
ッ

ト
連
絡
協
議
会
』に
加
入
し
て
い
て
、

そ
の
仲
間
で
あ
る
山
形
県
長
井
市
か

ら
、
同
じ
仲
間
の
多
賀
城
市
の
被
害
状

況
を
聞
き
、
震
災
の
６
日
後
に
は
、
多

賀
城
市
に
救
援
物
資（
毛
布
・
食
料
等
）

を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
賀
城
市

役
所
の
菊
地
市
長
を
お
見
舞
い
に
訪
れ

岩
田
孝
仁
さ
ん（
以
下
岩
田
）
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
岩
田
で
す
。
東
日

本
大
震
災
で
は
、
伊
豆
の
国
市
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
被
災
地
に
行
っ
た
人
た

ち
が
い
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
の
支
援

や
、
自
主
防
災
会
の
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、そ
れ
ぞ
れ
が
得
た
震
災
へ
の
思
い
・

教
訓
か
ら
、
東
海
地
震
に
向
け
て
何
を

し
て
い
く
べ
き
か
を
議
論
し
ま
す
。

岩
田　

震
災
直
後
、
被
災
地
に
派
遣
さ

れ
、
救
助
・
保
健
活
動
に
従
事
し
た
２

人
の
活
動
や
活
動
を
通
じ
て
感
じ
た
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

植
田
敏
嗣
さ
ん（
以
下
植
田
）
私
が
派

遣
さ
れ
た
の
は
福
島
県
。外
は
吹
雪
で
、

今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
寒
さ
で

し
た
。
活
動
地
の
相
馬
市
を
見
た
と
き

は
唖あ

ぜ
ん然

と
し
ま
し
た
。
街
が
あ
る
は
ず

の
と
こ
ろ
に
ガ
レ
キ
し
か
な
く
、
津
波

の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
地
元

の
人
た
ち
に「
家
族
を
助
け
て
く
だ
さ

い
」と
手
を
合
わ
せ
て
拝
ま
れ
、
私
た

ち
も
必
死
に
救
出
活
動
を
し
ま
し
た
。

静
岡
県
の
救
助
隊
が
発
見
し
た
の
は
３

人
。
本
当
に
残
念
な
が
ら
、
全
員
亡
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。私
た
ち
の
胸
に「
生

存
し
て
い
る
状
態
で
助
け
た
か
っ
た
」

と
い
う
無
念
が
残
り
ま
し
た
。

白
井
み
ち
代
保
健
師（
以
下
白
井
）
私

は
仙
台
市
若
林
区
で
、
被
災
し
た
人
た

ち
の
健
康
支
援
を
し
ま
し
た
。
一
日
２

回
の
巡
回
健
康
相
談
を
行
い
、
感
染
症

の
予
防
や
、
体
調
の
悪
い
人
の
心
身
の

ケ
ア
に
努
め
ま
し
た
。
避
難
所
に
い
る

人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
家
族
を
亡
く
し

て
い
ま
し
た
が
、
皆
、
ひ
た
む
き
に
生

き
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
人
も
い
て
、
私

の
方
が
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

岩
田　

震
災
の
後
に
、
原
木
区
で
始
め

た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

た
際
、「
多
賀
城
市
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ

伊
豆
長
岡
温
泉
で
心
を
癒い

や

し
て
ほ
し

い
」
と
伝
え
、『
多
賀
城
市
被
災
者
受

入
支
援
事
業
』を
展
開
し
ま
し
た
。
市

内
旅
館
の
協
力
の
も
と
、
５
月
〜
９
月

の
間
に
、
全
９
回
計
２
５
４
人
の
多
賀

城
市
民
に
滞
在
し
て
い
た
だ
き
、
市
内

の
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
し
、

堅
い『
絆き

ず
な

』を
結
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
形
で
多
賀
城
市
を
支
援
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
多
く

の
市
職
員
が
多
賀
城
市
を
訪
れ
、
被
災

地
を
肌
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
が

た
い
こ
と
で
し
た
。
こ
の
経
験
は
、
必

ず
東
海
地
震
で
役
に
立
ち
ま
す
。

土
屋
龍
太
郎
さ
ん（
以
下
土
屋
）
被
災

地
の
た
め
に
私
た
ち
建
設
業
者
が
で
き

る
こ
と
は
、
災
害
復
旧
工
事
の
お
手
伝

い
で
す
。
現
地
の
建
設
業
者
の
手
が
回

ら
ず
、
壊
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た

個
人
住
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
を
手

伝
い
ま
し
た
。
復
旧
活
動
に
参
加
し
た

会
員
は
、皆
、胸
に
灯
を
と
も
し
て
帰
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち

は
、
普
段
は
騒
音
や
通
行
規
制
等
で
苦

情
を
言
わ
れ
な
が
ら
市
民
生
活
の
向
上

や
安
全
確
保
を
し
て
い
る
の
に
、
被
災

地
で
は
皆
さ
ん
か
ら
感
謝
さ
れ
て「
自

分
た
ち
は
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
」と

実
感
で
き
た
か
ら
で
す
。
被
災
地
で
の

彼
ら
の
経
験
は
、
市
の
防
災
力
を
大
き

く
向
上
さ
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

澁
谷
大
司
さ
ん（
以
下
澁
谷
）
今
回
の

震
災
で
、
行
政
に
と
っ
て
一
番
大
切
だ

と
感
じ
た
の
は
、『
絆き

ず
な

』と『
チ
ャ
ン
ネ

ル（
交
友
関
係
）の
多
さ
』で
す
。
震
災

当
時
、
多
賀
城
市
で
は
一
万
人
の
避
難

者
を
抱
え
て
い
る
の
に
、
災
害
支
援
協

定
を
結
ぶ
大
手
ス
ー
パ
ー
も
被
災
し
食

料
を
調
達
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
そ

ん
な
中
、
伊
豆
の
国
市
な
ど
全
国
か
ら

送
っ
て
い
た
だ
い
た
食
料
で
な
ん
と
か

食
い
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多

賀
城
市
が
全
国
に
持
っ
て
い
た
多
く
の

『
絆き

ず
な

』と『
チ
ャ
ン
ネ
ル
』の
お
か
げ
で
す
。

さ
ら
に
建
設
業
協
会
の
復
旧
活
動
や
東

静
電
気（
株
）の
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
、
伊

豆
長
岡
温
泉
で
の『
多
賀
城
市
被
災
者

受
入
支
援
事
業
』な
ど
は
、
被
災
者
の

心
の
支
援
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

岩
田　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

ど
の
よ
う
に
東
海
地
震
対
策
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

土
屋　

東
海
地
震
が
来
て『
伊
豆
地
方
、

大
打
撃
』と
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
れ

ば
、
観
光
業
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま

す
。
私
た
ち
建
設
業
者
の
使
命
は
、『
伊

パ
ネ
リ
ス
ト

前
宮
城
県
多
賀
城
市

総
務
部
長

澁し
ぶ
や谷

大だ
い
じ司

さ
ん

　

昭
和
48
年
に
多
賀
城
市
役
所
入
庁
。

退
職
直
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
多
賀
城
市
災
害
対
策
本
部

付
け
と
な
り
、
震
災
後
の
復
旧
・
復

興
活
動
に
携
わ
る
。
大
震
災
発
生
時

は
市
庁
舎
で
会
議
中
で
、
か
つ
て
な

い
大
き
な
揺
れ
に「
建
物
が
倒
壊
す

る
の
で
は
」と
危
機
を
感
じ
た
。

田
方
消
防
本
部

田
方
中
消
防
署

当
直
司
令

植う
え
だ田

敏と
し
つ
ぐ嗣

さ
ん

　

震
災
発
生
５
日
後
の
福
島
県
に
、

静
岡
県
消
防
緊
急
援
助
隊
第
２
陣
と

し
て
派
遣
さ
れ
る
。
災
害
時
に
必
要

な
の
は『
冷
静
な
判
断
』。
東
日
本
大

震
災
発
生
時
は
勤
務
中
で
、
初
め
て

体
験
す
る
激
し
い
揺
れ
に「
震
源
地

は
近
い
の
で
は
」と
感
じ
た
。

原
木
区
自
主
防
災
会

会
長山や

ま
し
た下

正ま
さ
ひ
ろ浩

さ
ん

　

自
主
防
災
を
積
極
的
に
進
め
る
原

木
区
の
区
長
。
防
災
講
演
会
実
施
、

防
災
訓
練
に『
防
災
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

ゲ
ー
ム
』
導
入
な
ど
、
区
民
の
防
災

意
識
向
上
に
努
め
る
。『
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
』
が
信
条
。
大
震
災
発

生
時
は
畑
で
農
作
業
中
で
、
地
震
と

気
付
か
ず「
め
ま
い
か
な
」と
思
っ
た
。

伊
豆
の
国
市
建
設
業

協
会　

会
長

土つ
ち
や屋

龍り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん

　

土
屋
建
設（
株
）代
表
取
締
役
。
平

成
19
年
か
ら
市
建
設
業
協
会
会
長
を

務
め
る
。
同
協
会
と
し
て
宮
城
県

多
賀
城
市
に
現
場
監
督
と
重
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
計
50
人
を
派
遣
し
、
被
災

地
の
復
興
を
支
援
。
大
震
災
発
生
時

は
、
す
ぐ
に
事
務
所
に
戻
っ
て
市
内

の
被
害
状
況
を
確
認
し
た
。

　

震
災
発
生
か
ら
約
１
カ
月
後
の
宮

城
県
仙
台
市
に
派
遣
さ
れ
、
災
害
現

場
の
保
健
活
動
に
従
事
。
被
災
者
の

心
の
ケ
ア
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
。

大
震
災
発
生
時
は
自
動
車
を
運
転
中

で
、
地
震
と
は
気
付
か
ず「
自
動
車

が
故
障
し
た
の
で
は
」と
思
っ
た
。

伊
豆
の
国
市

健
康
づ
く
り
課

保
健
師白し
ら
い井

み
ち
代よ

東
日
本
大
震
災
の
直
後

そ
の
後
の
取
り
組
み

被
災
地
・
多
賀
城
市
の
支
援

東
海
地
震
の
対
策

Message

５

第
５
回
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
学
び
、

今
あ
ら
た
め
て
東
海
地
震
対
策
を
考
え
る

平成 23年 10月 8日
アクシスかつらぎ

靴下タオル手袋

特  集　  被災地からのメッセージ

あの日に備え
　　何をすべきだったか



2011.12.1 いずのくに2011.12.1 いずのくに11 10

豆
地
方
、
復
興
に
着
手
』と
い
う
第
２

報
を
一
日
も
早
く
報
道
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
は
迅
速
な
復
旧
作
業
が
必

要
で
す
が
、
戦
力
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
市
が
災
害
協
定
を
結
ぶ
全
国
か
ら

の
援
軍
を
確
保
し
、
地
域
住
民
と
も
連

携
・
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
下　

区
民
の
防
災
意
識
向
上
の
た

め
、
今
後
も
積
極
的
に
防
災
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
現
在
、
原
木
区
の

指
定
避
難
所
は
富
士
美
幼
稚
園
と
韮
山

小
学
校
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
適
地

を
探
し
ま
す
。
区
の
防
災
備
蓄
品
も
充

実
さ
せ
ま
す
。
市
へ
の
お
願
い
と
し
て

は
、同
報
無
線
の
難
聴
地
域
の
た
め
に
、

同
報
無
線
が
聞
け
る
ラ
ジ
オ
を
各
戸
配

布
す
る
な
ど
し
て
ほ
し
い
で
す
。

植
田　

消
防
本
部
と
消
防
団
は
、
今
以

上
に
連
携
を
深
め
る
べ
き
で
す
。
女
性

消
防
隊
に
も
、
救
急
訓
練
の
成
果
を
広

め
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
す
で

に
国
、
県
、
市

は
、
防
災
危
機

感
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か

ら
一
番
大
切
な

の
は
、
各
家
庭
、

個
人
の
防
災
危
機
感
で
す
。
東
日
本
大

震
災
で
も「
地
震
が
起
き
た
ら
外
に
出

る
」と
い
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
助
か
っ

た
例
が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
、
個
人
が

普
段
か
ら
防
災
危
機
感
を
持
ち
、
地
震

が
起
き
と
き
は
、
ぜ
ひ『
冷
静
な
判
断
』

を
し
て
く
だ
さ
い
。

白
井　

亡
く
な
っ
た
皆
さ
ん
が
命
を

も
っ
て
、
今
、
何
を
す
べ
き
か
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。『
被
災
者
に
必
要
な
健

康
支
援
の
指
針
』を
緊
急
に
作
り
、
市

民
を
巻
き
込
ん
で
指
針
に
基
づ
い
た
訓

練
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
あ
く
ま
で
想
定
の
範
囲
内
の
指

針
や
訓
練
で
す
か
ら
、
想
定
を
超
え
る

災
害
が
起
き
た
と
き
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
心
が
け
た
い
で
す
。

市
長　

今
ま
で
市
の
防
災
対
策
は
水
害

や
急
傾
斜
地
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
の

で
、
先
日
の
台
風
15
号
で
も
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
多
賀
城
市
同
様
、
伊
豆

の
国
市
で
も
、
平
成
24
年
度
で
幼
稚

園
・
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
化

が
す
べ
て
完
了
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

『
Ｔト

ウ

カ

イ

‐

ゼ

ロ

Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
‐
０
』を
推
進
し
、
木

造
住
宅
の
耐
震
化
に
力
を
入
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
同
報
無
線
の
個
別

受
信
機
配
布
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の

開
局
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
め
ま

す
。
ま
た
防
災
対
策
と
並
行
し
て
、
避

難
所
に
つ
い
て
も
乳
幼
児
や
投
薬
者
へ

の
配
慮
な
ど
、
き
め
細
や
か
な
対
策
を

講
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
東
日

本
大
震
災
は
、
７
年
も
前
に
発
生
確
率

90
％
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た（
※
）。

現
在
、
東
海
地
震
の
発
生
確
率
が
87
％

と
予
想
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
も
、
も
う

一
度
改
め
て
情
報
に
対
す
る
正
し
い
認

識
を
持
つ
べ
き
で
す
。
東
海
地
震
の
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
今
後

も
防
災
対
策
を
進
め
、
全
国
の
都
市
と

連
携
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

澁
谷　

多
賀
城
市
が
こ
こ
ま
で
復
興
で

き
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

万
が
一
、
伊
豆
の
国
市
が
災
害
に
あ
っ

た
ら
、
私
た
ち
は
い
ち
早
く
駆
け
つ
け

ま
す
。
多
賀
城
市
、
宮
城
県
、
東
北
は
、

今
復
興
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
来
年
に

は
、
復
興
し
た
姿
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
皆
さ

ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

岩
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

終
了
し
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト

　

平
成
３
年
よ
り
旧
・
大
仁
町
長
、

平
成
17
年
よ
り
伊
豆
の
国
市
長
を
歴

任
。
豊
富
な
首
長
経
験
の
中
か
ら『
防

災
』
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、
防

災
ハ
ー
ド
対
策
に
力
を
入
れ
る
と
と

も
に
、『
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
』

を
進
め
る
。
大
震
災
発
生
時
は
、
市

役
所
で
接
客
中
だ
っ
た
が
、
長
く
激

し
い
揺
れ
に
一
瞬
、「
東
海
地
震
が
来

た
の
で
は
」と
思
っ
た
。

伊
豆
の
国
市

市
長

望も
ち
づ
き月

良よ
し
か
ず和

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

経
歴
等
は
７
ペ
ー
ジ
参
照
。
大
震

災
発
生
時
は
、
東
京
で
会
議
中
。『
緊

急
地
震
速
報
』の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

を
40
秒
前
か
ら
聞
い
て
い
た
。

静
岡
県
危
機
管
理
部

危
機
報
道
監

岩い
わ
た田

孝た
か
よ
し仁

さ
ん

地
域
で
起
こ
り
う
る
被

害
を
考
え
、
自
ら
の

命
を
守
る『
自
助
』
の
た
め

に
、
ど
ん
な
行
動
を
と
る
べ

き
か
？
地
震
発
生
時
の
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
地
域

で
で
き
る『
共
助
』
と
は
？

地
域
防
災
訓
練
で
、
東
海
地

震
発
生
後
の
避
難
生
活
等
を

想
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

地域防災訓練12          4
      ( 日 )

問合せ　地域安全課　☎ 055-948-1412

文
中（
※
）･･･

東
日
本
大
震
災
は
、

平
成
16
年
６
月（
約
７
年
前
）の
新
聞

記
事
等
で
既
に
、『
三
陸
沖
地
震
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
、
発
生
確
率

90
％
』と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

参　　考：第 5回伊豆の国市安全で安心なまちづくり市民大会　澁谷大司氏講演
　　　　　『東日本大震災を経験して伝えたいこと～あの日（3.11）に備え、我々は何をすべきだったのか』
　　　　　同大会　岩田孝仁氏講演『減災社会を築く～東海地震への備え』
写真提供：宮城県多賀城市総務部地域コミュニティ課

多賀城市でも、毎年６月末ごろ『あやめまつり』
が開催されます。国の特別史跡『多賀城跡』の
一角、約 20,000㎡のあやめ園に、250 種 200
万本のあやめ、花菖蒲が咲き誇るイベントで
す。今年は震災により中止されましたが、来
年はぜひ訪れてみてください。

マスク現金通帳等ロープビニール袋 雨具筆記用具 笛

特  集　  被災地からのメッセージ

あの日に備え
　　何をすべきだったか

ヘルメット・
防災頭巾等

3.11 の教訓
～防災活動の原点『自助・共助』に立ち返り総点検！～

＊ 訓練の実施時間や会場は、各地区にご確認ください。
ご不明な場合は地域安全課までお問い合わせください。

明
日
、
突
然
く
る
か
も
し
れ
な
い

東
海
地
震
。

こ
の
地
で
暮
ら
す
以
上
、

そ
れ
は
避
け
ら
れ
な
い『
未
来
』

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、

被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

無
駄
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

今
、
た
く
ま
し
く

復
興
を
遂
げ
つ
つ
あ
る

彼
ら
に
負
け
な
い
よ
う
、

私
た
ち
も

希
望
あ
る『
未
来
』を

切
り
開
き
ま
し
ょ
う
。



12 月
1 日～ 29 日

　12 月 29 日（木）までは通常どおり
※ 29 日『家庭ごみ』の持ち込み受付（臨時）9：00 ～ 12：00

30 日（金）
＊ ごみ収集・持ち込み受付はありません
＊ この期間は、ごみ集積所へごみを出さないでください
＊ １月 1日は第１日曜日ですが、持ち込み受付はありません

31 日（土）

1月

1日（日）
2日（月）

3日（火）
通常どおりのごみ収集を開始します
＊持ち込み受付はありません

4日（水） 以降、通常どおり

施　設　名 年末年始のお休み 問合せ
アクシスかつらぎ 12 月 26 日（月）～ 1月 5日（木） ☎ 055-948-0225
韮山時代劇場 12 月 26 日（月）～ 1月 5日（木） ☎ 055-949-8600
高齢者健康会館（やすらぎの家） 12 月 29 日（木）～ 1月 3日（火） ☎ 055-948-5701
老人憩の家水晶苑 12 月 27 日（火）～ 1月３日（火） ☎ 0558-76-4697
高齢者温泉交流館（旧めおと湯の館） 12 月 26 日（月）～ 1月 3日（火） ☎ 055-949-3737
中央図書館 12 月 29 日（木）～ 1月 4日（水） ☎ 0558-76-5566
長岡図書館 12 月 28 日（水）～ 1月 4日（水） ☎ 055-947-2364
韮山図書館 12 月 28 日（水）～ 1月 4日（水） ☎ 055-949-8605
大仁武道館 12 月 28 日（水）～ 1月 3日（火） ☎ 0558-76-1346
長岡体育館 12 月 28 日（水）～ 1月 3日（火） ☎ 055-948-1123
大仁市民会館 12 月 28 日（水）～ 1月 3日（火） ☎ 0558-76-3601
大仁体育館・韮山体育館・長岡中央公
民館（あやめ会館）

12 月 28 日（水）～ 1月 3日（火） ☎ 055-948-1461

韮山農村環境改善センター 12 月 28 日（水）～ 1月 3日（火） ☎ 055-949-5251
大仁児童館 12 月 28 日（水）～ 1月 3日（火） ☎ 0558-76-1346
韮山運動公園・さつきヶ丘公園・広瀬公園・
神島運動公園・中島運動公園 12 月 29 日（木）～ 1月 3日（火） ☎ 055-948-2909

狩野川リバーサイドパーク 12 月 29 日（木）～ 1月 3日（火） ☎ 055-947-1600
韮山反射炉 12 月 31 日（土）・1月 1日（日） ☎ 055-949-3450
韮山郷土資料館 12 月 31 日（土）・1月 1日（日） ☎ 055-949-4127
長岡北浴場（湯らっくすのゆ） 年末年始も営業（定休日を除く） ☎ 055-948-0776
長岡南浴場 年末年始も営業（定休日を除く） ☎ 055-947-2260
韮山温泉館 1 月 1 日（日）～ 1月 4日（水） ☎ 055-949-6099
プールサンゆう 12 月 31 日（土）・1月 1日（日） ☎ 055-947-0176
長岡斎場 1 月 1 日（日）～ 1月 3日（火） ☎ 055-949-6805

　

市
役
所
は
、
年
末
12
月
28
日
（
水
）
ま
で
、
年
始
は

１
月
４
日
（
水
）
か
ら
の
業
務
と
な
り
ま
す
。

●
パ
ス
ポ
ー
ト

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
け
取
り
は
、
年
末
は
12
月
28

日（
水
）ま
で
、年
始
は
１
月
４
日（
水
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
関
す
る
業
務
は
、
市
民
課
（
伊

豆
長
岡
庁
舎
）
で
の
み
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
受
け
取
り
の
注
意

　

12
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
受
け
取
り
た

い
人
は
、
12
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
申
請
日
か
ら
土
日
や
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
い
て
８
日
目
以
降
の
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
。

●
証
明
書
や
戸
籍
謄
本
な
ど

　

住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
な
ど
の
各
種
証
明
書

や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
発
行
は
、
年
末
は
12
月

28
日
（
水
）
ま
で
、
年
始
は
１
月
４
日
（
水
）
か

ら
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
出
生
届
や
死
亡
届
な
ど
戸
籍
関
係
の

届
出
は
休
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
市
役

所
各
庁
舎
日
直
室
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問合せ　市民課
☎ 055-948-2901

公共施設のお休み

窓
口
業
務
は

12
月
28
日（
水
）ま
で

各施設の年末年始のお休みは、次のとおりです。
詳しくは直接、お問い合わせください。

マ
ラ
ソ
ン
＆

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

ご確認ください！

年末年始・ごみ収集
と持ち込み受付

　ごみ収集は 12月 29日（木）までです。施設への持ち込み
受け付けを臨時で 12月 29日（木）（午前中）に行います。
　12月 30 日（金）～平成 24年 1月 2日（月）まではご
み収集・持ち込み受付ともにあり
ません。

問合せ　環境衛生課
☎ 055-949-6805

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

第
７
回
伊
豆
の
国
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
&
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
新
春
の
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
、
走
り
た
い
人
、
歩
き
た
い
人
、

年
齢
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
24
年
１
月
１
日（
元
旦
）

　
　
　
　

雨
天
中
止

と
こ
ろ　

 

韮
山
時
代
劇
場

　
　
　
　
（
ひ
だ
ま
り
広
場
）

受　

付    

８
時
30
分
〜
９
時
20
分

開
会
式　

９
時
30
分
〜　

ス
タ
ー
ト

　

９
時
50
分
〜　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部

　
　

３
・
０
０
㌔
メ
ー
ト
ル

　

10
時
00
分
〜

　
　

マ
ラ
ソ
ン
の
部

　
　

１
・
６
５
㌔
メ
ー
ト
ル

　

10
時
20
分
〜

　
　

マ
ラ
ソ
ン
の
部

　
　

２
・
８
５
㌔
メ
ー
ト
ル

元旦
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☎ 0558-76-2983☎ 055-949-5755☎ 055-948-2536

ご
み
の
持
ち
込
み
場
所
は

次
の
３
施
設
で
す

長
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー

韮
山
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

大
仁
清
掃
セ
ン
タ
ー

種　

目

▼
男
女
別
マ
ラ
ソ
ン
の
部

　

◎
１
・
６
５
㌔
メ
ー
ト
ル

　

◎
２
・
８
５
㌔
メ
ー
ト
ル　

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部

　

◎
３
・
０
㌔
メ
ー
ト
ル

参
加
費　
　

無
料

駐
車
場　
　

約
１
５
０
台
（
無
料
）

申
込
み　
　

 

当
日
受
付
の
み
と
な
り

ま
す
。
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

受
付
け
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
　

抽
選
会
あ
り

問
合
せ　

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
５
５
（
９
４
８
）
１
４
６
１
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特定健診結果のお知らせ

　伊豆の国市で今年の 6月から 8月に行った　　　　　　　　　で、特定健診

　今年の 9月に放送されたNHK『ためしてガッテン』で、腎臓
がどのくらい機能しているかの割合を示す値として紹介されて
いた『eGFR』という値があります。この値はクレアチニン検査
の値から算出します。
　今年の特定健診では、この値が 60 未満の人は、健診受診者
4,293 人中 500 人いました。これは、健診受診者の 11.6％にあ
たります。

緊急速報！

いました。

血糖値が正常な人

は 32.9％だって

　糖尿病も、腎機能障害も、重篤になると日常生活に支障をきた
す恐ろしい病気です。しかし、これらの病気のほとんどは、重篤
になるまで自覚症状がありません。
　毎年、健診を受けて値をチェックし、生活習慣病の危険がないか、
また、生活習慣病の危険がある場合は、早めに生活習慣を見直し
たり、治療を受けたりすることが、とても重要です。

問合せ
　国保年金課　☎ 055-948-2905

　

櫻
田
先
生
は
、
昭
和
60
年
５
月
に
旧

伊
豆
長
岡
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
の
委
員
に
就
任
。
以
来
、
伊
豆
の
国

市
と
な
っ
て
か
ら
も
健
診
事
業
を
は
じ

め
、
市
民
の
健
康
管
理
や
疾
病
予
防
に

つ
い
て
行
政
と
の
密
な
る
連
携
に
よ

り
、
各
種
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
23
年
余
り

に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全

な
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

櫻
田
修
先
生（
江
間
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

●
特
定
健
診　

●
各
種
が
ん　

●
結
核

●
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス　

ほ
か

追
加
検
診
の

　
　
　
　

ご
案
内

　

今
年
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
の
対
象

者
で
、ま
だ
受
診
を
し
て
い
な
い
人
は
、

積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
集
団
検

診
ま
た
は
個
別
検
診
で
の
受
診
が
可
能

で
す
。受
診
費
用
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

　

受
診
券
（
受
診
票
）
を
お
持
ち
で
な

い
人
は
、
国
保
年
金
課
ま
た
は
健
康
づ

く
り
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
集
団
検
診
】

と
き
・
と
こ
ろ　

▽
12
月
12
日（
月
）
長
岡
保
健
セ
ン
タ
ー（
あ
や
め
会
館
）

▽
12
月
14
日（
水
）韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
10
時
30
分

申
込
み　

特
定
健
診（
後
期
高
齢
者
健
診
）
　
を
受
診
す

る
場
合
は
、
電
話
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

が
ん
検
診
（
胃
・
大
腸
・
肺
・
結
核
）
の
み
の
場
合

は
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

＊ 

申
し
込
み
は
、
通
話
料
無
料
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
１
２
０
（
９
３
２
）
６
１
８

【
個
別
検
診
】

　

指
定
の
医
療
機
関
で
受
診

と　

き　

▽ 

特
定
健
診
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
・
前
立
腺
が
ん
検
診

　

 

12
月
１
日
（
木
）

　
　

〜
26
日
（
月
）
ま
で

▽
が
ん
検
診　

　

12
月
末
日
ま
で

＊ 

直
接
、
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

国
保
年
金
課　
　

　
　

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５　

　

健
康
づ
く
り
課

　
　

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

　

問
合
せ

　
　

国
保
年
金
課　
　

　
　

☎
０
５
５
（
９
４
８
）
２
９
０
５

厚生労働大臣表彰を受賞した
櫻田修先生（江間クリニック）

健
康
へ
の
第
一
歩

体
力
ア
ッ
プ
教
室

　

筋
力
・
柔
軟
性
な
ど
を
測
定
し
、そ
の

結
果
を
も
と
に
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
運

動
を
、理
学
療
法
士
・
運
動
指
導
士
が
運

動
実
践
＆
個
別
指
導
を
し
ま
す
！

募　

集　

30
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　

＊ 

測
定
日
、
結
果
返
し
の
日
の

両
日
に
参
加
で
き
る
人

受　

付　

 

12
月
19
日（
月
）〜
１
月
６
日

（
金
）
ま
で

時　

間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
９
時
〜
）

と
こ
ろ　

韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

測
定

平
成
24
年

１
月
11
日

　
（
水
）

▽ 

身
体
測
定
（
筋
力
・
柔

軟
性
な
ど
５
種
類
）

▽
保
健
師
の
講
話

▽ 

理
学
療
法
士
・
運
動
指
導

士
に
よ
る
運
動
実
践

結
果
返
し

平
成
24
年

２
月
15
日・

　
　
29
日

　
（
水
）

▽ 

身
体
測
定
の
結
果
の
返

却
、体
力
チ
ャ
ー
ト
作
成

▽
保
健
師
の
講
話

▽ 

理
学
療
法
士
・
運
動
指

導
士
に
よ
る
運
動
実
践
・

個
別
指
導

申
込
み
・
問
合
せ

　
　

健
康
づ
く
り
課　
　

　
　

☎
０
５
５
（
９
４
９
）
６
８
２
０

※ 

病
院
で
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
の
許

可
が
必
要
で
す
。

※ 

室
内
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
持
ち
物
の
詳
細
は
、

申
し
込
み
の
際
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

検診名 対象者 検査項目

特定健診
（後期高齢者
健診）

伊豆の国市の国民健康保
険または後期高齢者医療
に加入している 40 歳以
上（昭和 47 年３月 31 日
以前に生まれた）の人

問診、身体測定、尿検査、
血圧測定、血液検査

胃がん検診
大腸がん検診

伊豆の国市に住んでいる
35 歳以上（昭和 52 年３
月 31日以前に生まれた）
の人

胃：バリウム検査
条件に該当する人は胃
カメラ検査
※（個別検診のみ）
大腸：便潜血反応検査

肺がん
結核検診

伊豆の国市に住んでいる
40 歳以上（昭和 47 年３
月 31日以前に生まれた）
の人

胸部レントゲン撮影

肝炎ウイルス
検査

伊豆の国市に住んでいる
40 歳以上（昭和 47 年３
月 31 日以前に生まれた）
で過去に受診したことが
ない人

血液検査
＊ 特定健診を受ける人
は、同じ血液で検査
ができます。

前立腺がん
検診

伊豆の国市に住んでいる
50 歳以上（昭和 37 年 3
月 31 日以前に生まれた）
の男性

受
診
費
用
は
無
料
で
す

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　今年の６～８月に、市で行った特定健診の結果を分析したと
ころ、糖尿病の診断基準となる『HbA1c（ヘモグロビンエーワ
ンシー）』が、糖尿病になる危険が高いとされる 6.1 ～ 6.4 の人
は、健診受診者 4,293 人中、202 人いました。これは、健診受
診者の 4.7% にあたります。
　この一歩手前で、特定保健指導の対象となる 5.2 ～ 6.0 の人
は 2,427 人で、健診受診者の 56.5% にもなります。

腎機能が正常な人

は 26.4％なんだね



　

放
置
竹
林
の
間
伐
材
を
竹
灯
籠
と
し
て

利
用
し
た
『
韮
山
竹
灯
籠
ま
つ
り
』
を
、

江
川
邸
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
元
団
体
『
韮
山
金
谷
里
夢
く
ら
ぶ
』

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
日
本
の
竹
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
』
が
、
こ
の
ま
つ
り
の
た
め
約
４
千
本

の
竹
灯
籠
を
制
作
。
観
覧
コ
ー
ス
の
竹
林

や
内
庭
、池
の
周
り
を
飾
り
つ
け
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
２
日
間
で
約
３
千
７
百
人
が

来
場
。
竹
灯
籠
は
会
場
を
幻
想
的
な
空
間

に
包
み
込
み
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
温
か
み

の
あ
る
明
り
で
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
会
場
入
り
口
に
、
震
災
復
興
を

願
う
『
が
ん
ば
ろ
う
日
本
』
の
文
字
な
ど

も
竹
灯
籠
で
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

下
駄
を
履
い
て
ダ
ン
ス
を
踊
る
『
下
駄

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
』（
伊
豆
の
国
市
観

光
協
会
主
催
）
が
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

で
開
か
れ
ま
し
た
。
県
内
か
ら
５
組
38
人

が
出
場
、
会
場
内
に
下
駄
の
音
を
響
か
せ

ま
し
た
。

　

今
年
で
６
回
目
を
数
え
る
同
大
会
。
下

駄
を
履
い
て
い
れ
ば
、
ダ
ン
ス
の
ジ
ャ
ン

ル
は
問
わ
ず
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
５
歳
か
ら
60
歳
代
ま
で
幅
広
い
年
代

の
出
場
者
が
次
々
と
登
場
し
、
華
麗
な
ス

テ
ッ
プ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、下
駄
を
履
い
て
温
泉
街
を

歩
く『
下
駄
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』や『
温
泉
ま

ん
じ
ゅ
う
祭
』も
開
催
。伊
豆
長
岡
温
泉

が
下
駄
の
音
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

日
常
の
事
業
活
動
を
通
し
て
、
高
齢
者

な
ど
に
異
変
が
な
い
か
を
見
守
る
『
安
全

安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
に
、
市
内

で
事
業
活
動
を
し
て
い
る
新
聞
販
売
社
と

市
が
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
締
結
し
た
新
聞
販
売
社
は
、『
清

水
新
聞
店（
南
條
）』『
安
田
新
聞
店
（
古

奈
）』『
ト
ガ
ワ
新
聞
社（
伊
豆
市
）』『
佐
藤

新
聞
店（
伊
豆
市
）』『
佐
伯
新
聞
店
（
三

島
市
）』『
増
田
新
聞
店
（
三
島
市
）』『
望

月
新
聞
堂
（
函
南
町
）』
の
７
社
。

　

望
月
市
長
は
、「
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
高

齢
化
が
進
む
時
代
。
み
な
さ
ん
の
よ
う

に
、
毎
日
、
各
家
庭
に
新
聞
を
届
け
る
よ

う
な
人
た
ち
と
調
印
が
で
き
て
と
て
も
心

強
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

10/23

安全で安心な生活に向け、見守りネットワークを締結

10/24
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が
下
駄
の
音
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

市
内
新
聞
販
売
７
社
が
協
定

安
全
安
心
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

下
駄
で
華
麗
に
ス
テ
ッ
プ

下
駄
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
開
催優勝したキヨミ・ジャズダンススクール（伊東市）

11/5・6

３
千
７
百
人
を
幻
想
的
空
間
へ

韮
山
竹
灯
籠
ま
つ
り
開
催

4,000 本の竹灯籠が幻想的な空間を演出、来場者を魅了

　

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
た
『
リ
サ
イ
ク

ル
祭
り
』
を
韮
山
時
代
劇
場
ひ
だ
ま
り
広

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
祭
り
は
、
環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催
。『
ご
み
を
出
さ

な
い
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
し
た
今
年

は
、
会
場
内
で
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て

い
る
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
不
用
品
を
整
備

し
て
、無
料
で
配
布
す
る
抽
選
会
に
は〝
掘

り
出
し
物
〞
を
目
当
て
に
多
く
の
人
た
ち

が
列
を
作
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
そ
の
ほ
か
に
、フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
竹
細
工
の
工
作
教
室
、
生
ご
み

た
い
肥
を
使
っ
た
野
菜
つ
く
り
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
好
評
で
し
た
。

　

市
内
の
子
ど
も
会
交
流
、
異
学
年
交
流

を
目
的
に
、
伊
豆
の
国
市
子
ど
も
会
連
合

会
主
催
『
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
』
で
、
お

り
が
み
を
使
っ
た
作
品
（
貼
り
絵
）
制
作

が
長
岡
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
子
ど
も
会
19
チ
ー
ム

２
５
０
人
が
参
加
。
作
品
は
模
造
紙
１
枚

に
、
お
り
が
み
を
ち
ぎ
り
貼
り
付
け
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
は
上
級
生
の
指
導
の
下
、

一
丸
と
な
っ
て
制
作
に
励
み
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
ぼ
く
・
わ
た
し
の

行
き
た
い
と
こ
ろ
』。
完
成
し
た
作
品
は
、

子
ど
も
な
ら
で
は
の
ざ
ん
新
な
仕
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、市
長
賞
に
は
長
岡
区
別
所

中
の『
恐
竜
の
世
界
』が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

韮
山
地
区
を
中
心
に
、
福
祉
向
上
に
貢

献
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
『
韮
の

花
』
が
、
静
岡
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

同
団
体
は
昭
和
57
年
に
結
成
。
韮
山
福

祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
に
現
在

85
人
の
会
員
が
い
ま
す
。
受
賞
は
30
年
以

上
に
わ
た
り
、
高
齢
者
へ
の
給
食
・
配
食

サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
施
設
で
の
支
援
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
た
こ
と
に
対

す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
も
の
。

　

代
表
の
竹
内
み
ゆ
き
さ
ん
（
四
日
町
）

は
、「
感
謝
の
言
葉
が
う
れ
し
く
て
励
み

に
な
る
。
そ
れ
が
長
く
続
け
ら
れ
る
秘ひ

訣け
つ

」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
が
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
『
坦
庵
フ
ェ

ア
』
を
江
川
邸
駐
車
場
を
中
心
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

同
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
会
場
に
は
家
族
連
れ
を
中
心
に
多

く
の
市
民
ら
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
歴
史
作
家
の
加
来
耕
三
さ
ん
が

江
川
坦
庵
公
を
テ
ー
マ
に
そ
の
功
績
や
史

実
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

伊
豆
の
国
市
音
頭
保
存
会
に
よ
る
農
兵
節

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
坦
庵
公
と
所ゆ

か
り縁

の
あ

る
東
京
都
板
橋
区
の
西
洋
流
火
術
鉄
砲
隊

保
存
会
に
よ
る
迫
力
あ
る
砲
術
演
武
が
行

わ
れ
、
観
衆
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

感
謝
の
言
葉
が
う
れ
し
く
て

韮
の
花
が
静
岡
県
知
事
表
彰
を
受
賞

環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
開
催

10/29

11/3

折
り
紙
で
貼
り
絵
制
作

市
子
連
交
流
事
業

11/6

フリーマーケットやステージイベントでにぎわう会場

30年以上にわたり、地域の福祉向上に貢献している『韮の花』
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10/30中
の『
恐
竜
の
世
界
』が
選
ば
れ
ま
し
た

1 つの作品を 10～ 15 人が協力して制作

市長賞に輝いた
『恐竜の世界』

江川坦庵公が師事した高島秋帆の西洋流砲術

ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見

歴
史
探
訪
・
坦
庵
フ
ェ
ア
開
催



２０１１.12. １いずのくに（カレンダー）

■イベント　●行政情報・相談など　◆保健など　　　　は図書館休館日
長保セ：長岡保健センター、韮福保セ：韮山福祉・保健センター、大保セ：大仁保健センター

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

大晦日

31 土

1/1日

振替休日

2 月

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水

冬至

22 木

●消費生活相談（伊豆長岡庁舎 9:00 ～
15:00 ／観商）●補聴器相談（大仁庁舎
12:00 ～ 15:00／障福）◆胃・大腸・肺がん、
結核集団検診（長保セ　受付 8:00 ～ 10:30）

◆フッ素塗布（大保セ）

◆胃・大腸・肺がん、結核集団検診（韮福保
セ　受付 8:00 ～ 10:30）

●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
14:00～16:00 ／障福）

■伊豆の国ＪＡＺＺ6!!第1弾プロステージ（韮
山時代劇場 17:00 ～／文振）
●休日のごみの持ち込み受付（9:00 ～
12:00 ／環衛）

■市立幼稚園 2学期終業式（幼教）
●消費生活相談（伊豆長岡庁舎 9:00 ～
15:00 ／観商）
◆のびのび広場（長保セ 9:30 ～ 11:30）

◆ 1歳 6カ月児健診（韮福保セ）
◆フッ素塗布（長保セ）
◆健康相談日（韮福保セ　9:30 ～ 11:30）

●人権・行政相談（韮山庁舎13:30 ～ 16:00 ／
社福・市民）●弁護士相談（韮山福祉・保健
センター13:30 ～ 16:30 ／社福教＊要予約）
◆ 6カ月児相談（韮福保セ）◆フッ素塗布（韮
福保セ）

■小・中学校 2学期終業式（学教）
●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
13:00 ～ 16:00 ／障福）

■あなたのステージ Vol.83（韮山時代劇場
14:00 ～／文振）

●消費生活相談（伊豆長岡庁舎 9:00 ～
15:00 ／観商）
●アクシスかつらぎ・韮山時代劇場休館（～
1月 5日）
●高齢者温泉交流館休館（～1月 3日）

●老人憩の家水晶苑休館（～1月 3日）

■市立保育園終了●長岡・韮山図書館休館（～
1月 4 日）●大仁武道館・大仁体育館・大
仁市民会館・長岡体育館・韮山体育館・長
岡中央公民館・韮山農村環境改善センター・
大仁児童館休館（～1月 3日）

●中央図書館休館（～1月 4日）●韮山運動
公園・さつきヶ丘公園・広瀬公園・神島運
動公園・中島運動公園・狩野川リバーサイ
ドパーク休園（～1月 3日）●やすらぎの家・
子育て支援センター休館（～1月 3日）

●韮山郷土史料館・韮山反射炉・長岡温水
プール休館（～1月 1日）

■元旦マラソン＆ウォーキング（韮山時代
劇場 8:30 ～／社教）
●韮山温泉館休館（～1月 3日）
●長岡斎場休場（～1月 3日）

２０１１.12．１いずのくに（カレンダー）

障福：障がい福祉課　☎０５５８‐７６‐８００７
社教：社会教育課　　☎０５５‐９４８‐１４６１
観商：観光商工課　　☎０５５‐９４８‐１４８０
地安：地域安全課　　☎０５５‐９４８‐1412
文振：文化振興課　　☎０５５‐９４９‐８６００
環衛：環境衛生課　　☎０５５‐９４９‐６８０５
政企：政策企画課　　☎０５５‐９４８‐１４１３
幼教：幼児教育課　　☎０５５‐９４８‐１４４７
社福：社会福祉課　　☎０５５８‐７６‐８００６
社福協：社会福祉協議会　☎０５５‐９４９‐５８１８
市民：市民課（伊豆長岡庁舎）
　　　　　　　　　　☎０５５‐９４８‐２９０１
学教：学校教育課　　☎０５５‐９４８‐１４５３
＊健診や予防接種などの問い合わせは
健づ：健康づくり課　☎０５５‐9４９‐6820

診療時間は 9:00 ～ 17:00
必ず病院に直接電話するか田方医師会のホー
ムページ（http://www.tagata-ishikai.jp/）、
または田方北消防署（☎ 055-978-0119）、
田方中消防署（☎ 0558-76-0119）で確認を。

【納期限 12月 26 日（月）】
■下水道受益者負担金・分担金第 3期分
■固定資産税第 3期分
【納期限 12月 31 日（土）】
■上下水道料金（古奈、長岡、韮山南部地区）
（口座振替日 12 月 26 日（月））
【納期限 1月 4日（水）】
■後期高齢者医療保険第 5期分

大雪

2 金

4 日

5
月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

3 土

●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
14:00～16:00 ／障福）◆子宮頸･乳がん集団
検診（韮福保セ 9:00～ 11:00、13:00 ～ 14:30）
◆骨粗しょう症検診（韮福保セ 13:30 ～
14:30）

■静岡県市町対抗駅伝競走大会（静岡市
9:00 ～／社教）
■狩野川能（韮山時代劇場 13:30 ～／観商）

■地域防災訓練（各地区／地安）■第 9回狩
野川クラシックコンサート（アクシスかつら
ぎ 14:00 ～／文振）■芸妓まつり～あやめ
座～（古奈別荘 13:30 ～／観商）●休日のご
みの持ち込み受付（9:00 ～ 12:00 ／環衛）

●多重債務者相談（伊豆長岡庁舎9:00 ～
15:00 ／観商）
◆のびのび広場（韮福保セ9:30～11:30）

■芸妓まつり～あやめ座～（山田家 13:30
～／観商）
◆ 3カ月児相談（韮福保セ）

◆ 3歳児健診（韮福保セ）

●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
14:00～16:00 ／障福）◆子宮頸･乳がん集団
検診（韮福保セ 9:00～ 11:00、13:00 ～ 14:30）
◆骨粗しょう症検診（韮福保セ 13:30 ～
14:30）
●野菜づくりよろず相談（農土香塾 9:00 ～
16:00 ／政企）
◆のびのび広場（大保セ 9:30 ～ 11:30）

●野菜づくりよろず相談（農土香塾 9:00 ～
16:00 ／政企）

12月のカレンダー
２０１１

12/1木

4 日 花の丘診療所
（奈古谷／ペインクリニック・内／☎ 055-949-6886）

11 日 つちやクリニック
（田京／内・消化器・循環器／☎0558-77-1511）

18 日 田京診療所
（田京／内・小児／☎ 0558-76-3201）

23 金 大仁クリニック
（大仁／外・内／☎ 0558-76-2556）

25 日 慈広会記念病院
（長岡／内・リハ／☎ 055-947-0511）

30 金

中島病院
（伊豆市／小児・内／☎ 0558-87-0333）
ＮＴＴ東日本伊豆病院
（函南町／内／☎ 055-978-2320）

31 土 伊豆函南セントラル病院
（函南町／内／☎ 055-974-0131）

1 日 伊豆韮山温泉病院
（中條／内／☎ 055-949-1466）

2 月

伊豆平和病院
（函南町／内／☎ 055-974-1355）
伊豆保健医療センター（田京／外・内・泌尿器・
整外／☎ 0558-76-0111）

市役所開庁日：月曜日～金曜日 8:30 ～ 17:15（木曜日は市民課ほか
19:00 まで延長）　　　市役所閉庁日：土・日・祝日と年末年始

天皇誕生日

伊豆保健医療センター【夜間急患室】
夜間救急診療を実施しています。お気軽に
お問い合わせください。☎０５５８‐７6‐0111

市役所
仕事納め

元旦



小さい子どもを育てるお父さん、お母さんをサポートする『地域子育て

支援センター』を２カ所開設しています。親子の交流の場としてもご

利用ください。また、市内２つの保育園では、園庭を開放をしています。『地

域子育て支援センター』と『園庭開放』は、市内に住んでいる未就学児と保

護者なら、どなたでも無料で利用できます。

すみれひろば
（地域子育て支援センターすみれ）
四日町 234-1　☎ 055-949-0823
月～金 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:00
（祝日除く）

● 12 月の行事 ●
1日（木）10:30 ～　おはなし会
5日（月）避難訓練
6日（火）、7日（水）10:00 ～　制作
7日（水）10:00～11:30 発達相談の日
15 日（木）10:00～　　　クリスマス会
（プレゼント希望者は、要事前申込み）
16 日（金）10:30 ～　親子体操教室
　　　　　　   （講師：山田政彦先生）
20 日（火）　10:30 ～　誕生日会
（12 月生まれの子、要事前申込み）
22 日（木）  大きくなったかな（身体測定）

■園庭開放■
　次の保育園では、園庭を開放し
ています。親子で気軽にご利用く
ださい。

 社会福祉法人護汝会  慈恩保育園
　白山堂 171-2
　☎ 0558-76-2552
　月～金 9:00 ～ 11:30（祝日除く）

 市立ひまわり保育園大仁分園
　大仁 229-1
　☎ 0558-76-1173
　月～金 9:00 ～ 11:30、
　　　　13:00～16:00（祝日除く）

たんぽぽひろば
（地域子育て支援センターたんぽぽ）
三福 295-1　☎ 0558-76-6006
月～金 9:00 ～ 11:30、13:30 ～ 16:00
（祝日除く）

▲ 12 月の行事 ▲
1日（木）避難訓練
2日（金）10:30 ～　親子体操教室

（講師：山田政彦先生）
5日（月）、6日（火）、7日（水）

10:00 ～　作ってみよう
14 日（水）　10:00 ～　クリスマス会
（プレゼント希望者は、要事前申込み）
16 日（金）　育児相談デー（身体測定）
20 日（火） 9:30～11:30 発達相談の日
27 日（火） 11:00 ～ 星のおはなし会

● 12 月 29 日（木）～ 1月 3日（火）年末年始休みとなります。
●行事の時間は基本的には午前中（身体測定は午後も実施）。
●育児相談はいつでも受けます。 　　　　詳しくは各園までお問い合わせください。

【共通事項】

＊対象者（次の条件をすべて満たす人）
①法律上婚姻している夫婦
②夫婦の両方、又は一方が不妊治療を開始する日において、
　1年以上本市に住民登録されている人
③初診日から、実績報告書を提出するまでの間において、　
　引き続き本市に住民登録されている人
④夫婦のいずれもが健康保険に加入している人
⑤不妊治療に対する補助を地方公共団体から受けていない
　人（静岡県特定不妊治療費助成制度を除く）

＊助成を受けるための手続き
　必要書類を健康づくり課に提出し、助成の申請
をしてください。提出された書類を審査後（数日
かかります）、決定通知及び医療機関などで記入
していただく書類を郵送します。
※ 申請方法や申請に必要な書類などの持ち物の詳
細は、健康づくり課までお問い合わせください。
※ 不妊治療を受けようとする年度中（4月 1日～
翌年の 3月 31日）に申請が必要です。

不
妊
治
療
費
の

一
部
を
助
成

年
１
回
、
上
限
10
万
円

市
で
は
、
医
療
機
関
で
行
う
す
べ
て

の
不
妊
治
療
に
対
し
て
、
そ
の
治

療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
静
岡
県
で
行
っ
て
い
る
『
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
』
を
申
請
し
て
い

て
も
、
重
ね
て
市
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

２０１１.12．１いずのくに（カレンダー裏・右）

申
込
み
・
問
合
せ

　
　

健
康
づ
く
り
課　
　

　
　

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
２
０

＊助成の回数
１年度に 1回。（助成
期間は通算５年間）

＊助成金額
支払った治療費（高額療養
費等は差し引く）の半額以
内で、10万円が上限。

伊豆の国　JAZZ６!!  第 1 弾

ファミリークラシックコンサート

と　き　平成 24年3月25日（日）
ところ　韮山時代劇場　大ホール
出　演　一村雅也（司会・フルート）
　　　　　アンサンブル・ディヴェルターズ
♪わいわいコンサート　子どもたちと一緒にクラシックを…
　開場 10：30開演 11：00　※乳幼児同伴OK！

♪アフタヌーンコンサート　ゆっくりクラシックを…
　開場 13：30開演 14：00　※４歳以上からどうぞ

チケット　各公演【全席指定】一般　　 1,000 円　
　　　　　　　　　　　　　　中学生以下 500 円　　
※ ３歳未満児は、保護者の膝上に限り無料。ただし、
座席を利用する場合はチケットを購入して下さい。
チケット発売日　12月 17日（土）※市役所（長岡・韮山・
大仁市民課）でのチケット販売は 12月 19日（月）から。
※チケット販売時間については各販売所にお問合せください。
※ チケット発売日の翌日から韮山時代劇場でチケット
の電話予約受付けます。
問合せ　韮山時代劇場　☎ 055-949-8600

　　　　クリスマス JAZZ!!『大坂昌彦スペシャル・ス
タンダード６』。人気・実力ともにNo.1ジャズ・ドラマー
大坂昌彦が『伊豆の国 JAZZ ６!!』のために組んだスペ
シャルなバンド。
と　き　12月18 日（日）開場 16：30開演 17：00
ところ　韮山時代劇場　大ホール
出　演

チケット　【全席指定】2,500 円　好評発売中
※韮山時代劇場・アクシスかつらぎのみ販売

問合せ　韮山時代劇場　☎ 055-949-8600

演

ット 【全席指定】

大坂昌彦
（Drums）

・岡崎好朗（Trunpet）
・多田誠司（Asax）
・小池　修（Tsax）
・納　浩一（Bass）
・片倉真理子（Piano）

伊豆の国　JAZZ６!!  第 2 弾

と　き　平成 24年 1月21 日（土）
　　　　開場 10：30開演 11：00
ところ　韮山時代劇場　大ホール
出　演　 伊豆地区・県東部で活躍するアマチュア９バンド
問合せ　韮山時代劇場　☎ 055-949-8600

彦スペシャル・ス
プロステージ

月21日（土）
アマチュアステージ

伊伊

と き 平

入場
無料

　　　　

好評
発売中！

　ウッチャンナンチャンの南原清隆と、九世野村万蔵
が率いる萬狂言がタッグを組み、古典と現代のコラボ
レーションが実現 !! 豪華キャストの共演をお楽しみに !!

チ ナ チ の南原清隆と 九世野村万蔵

現代狂言Ⅵ
～狂言とコントが結婚したら～

と　き   平成 24年 3月 18 日（日）
　　　   開場 13：30   開演 14：00
ところ　 アクシスかつらぎ　大ホール
出　演　 南原清隆、野村万蔵、佐藤弘道、野々村真、

安めぐみ、市川由衣、ドロンズ石本、エネル
ギー、やるせなす、大野泰広

チケット　【全席指定】　Ｓ席　3,500 円
　　　　　　　　　　Ａ席　2,500 円
チケット発売日　12月10日（土）※市役所（長岡・韮山・
大仁市民課）でのチケット販売は 12月 12日（月）から。
※チケット販売時間については各販売所にお問合せください。
※ チケット発売日の翌日からアクシスかつらぎでチ
ケットの電話予約受付けます。
※未就学のお子さんは入場できません。
問合せ　アクシスかつらぎ　☎ 055-948-0225

フ

と き 平成

12月17日（土）
発売 音楽のおくりもの

0歳からの親子コンサート

あなたの
ステージVol.83
～伊豆ウクレレ発表会～

と　き　12月 24日（土）
　　　　開場 13：30 開演 14：00
ところ　韮山時代劇場映像ホール
出　演　伊豆ウクレレサークル
問合せ　韮山時代劇場
　　　　☎ 055-949-8600

ウッチチ

現現
～～

12月10日（土）
発売

入場
無料

２０１１.12．１いずのくに（カレンダー裏・左）
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伊豆の国市代表チームに熱い声援を！

静岡県市町対抗
　　　駅伝競走大会

参
加
団
体
募
集

　

市
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
仁
市
民
会
館
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す

る
狩
野
川
堤
防
を
走
る
８
区
間
、
全
長
２
０
・
６
２
㌔
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
ま
す
。
脚
力
自
慢
が
集
ま
っ
た
精
鋭
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、

当
日
は
選
手
を
勇
気
づ
け
る
皆
さ
ん
の
熱
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

とき　12月 3日（土）
　　　10：00県庁前スタート

■ＳＢＳテレビ（生中継）
　　9：30～ 12：50
　（ニュースによる中断あり）
■ＳＢＳラジオ（完全生中継）
　　9：45～ 13：00

※正選手 8人、補欠 4人の計 12 人以内とする。
※選手（補欠を含む）のチーム間の重複は不可とする。

部　門 規　　定

地区の部

市内地区の希望団体（高校生以上の地
区在住者）、高校生は 2人以内とする、
『自治会またはブロック』で混成され
たチーム＊他の地区の人は編入不可

一般の部 市内の希望団体（市内在住・在勤・在
学者）『企業・任意団体・高校』

中学男子
の部

市内中学校の生徒
市内スポーツ少年団登録者

中学女子
の部

市内中学校の生徒
市内スポーツ少年団登録者

小学生
の部

市内小学校の児童
市内スポーツ少年団登録者
小学 4年生以上の児童

　12月 3日（土）に静岡市内で開催される『第 12回
静岡県市町対抗駅伝競走大会』。県庁前～草薙陸上競技
場までの 11区間・42.195kmを、県内 35市町・39チー
ムが郷土の誇りをかけて走ります。本市のエントリー
選手に、皆さんの熱い声援をお願いします。

（順位不同・敬称略）
監督　　　 坂本　達也 長岡 －
コーチ　　 水口　明士 小坂 －
小学生男子 高橋　拓也 中 韮山南小

土屋　射翼 三福 大仁小
小学生女子 長嶋　優花 南條 韮山南小

松井智絵理 田京 大仁小
中学生男子 海瀨　俊弥 天野 長岡中

岩田　一馬 長崎 韮山中
飯田　凌平 田京 大仁中

中学生女子 菊池　真永 神島 大仁中
高井　茉彩 田京 大仁中

高校生男子 和田　有紀 南江間 加藤学園
福井　麻生 天野 韮山高

高校生女子 秋山　由衣 三福 三島北高
三宅　伶奈 古奈 韮山高
白井まなか 古奈 伊豆中央高

一般男子　 高井　規充 田京 －
山本　雄介 吉田 －

一般女子　 黒田　真央 南條 －
高安　由姫 中條 －

４０歳以上 高橋　弘樹 中 －
滝田　一広◎ 古奈 －

　　　　　　　　◎主将

昨年の様子

問合せ
　社会教育課
　☎ 055-948-1461

申
込
み　

平
成
24
年
１
月
６
日（
金
）17

時
ま
で
に
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
、
窓

口
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
。

※ 

用
紙
は
、
社
会
教
育
課
窓
口
（
あ
や
め

会
館
）
に
あ
り
ま
す
。

代
表
者
会
議　

平
成
24
年
１
月
27
日（
金
）

19
時
か
ら
大
仁
市
民
会
館
１
階
大
集
会
室

と　

き　
　

　

平
成
24
年
２
月
５
日
（
日
）

　

※
少
雨
決
行
（
延
期
な
し
）

開
会
式　
　

８
時

ス
タ
ー
ト　

９
時

申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
教
育
課
☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

FAX
０
５
５（
９
４
８
）１
４
７
０

コース　　　　　　　計８区間　全長：20.62km
大仁市民会館（スタート2.24km）→ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞﾊﾟｰｸ堤
防（3.17km）→伊豆中央高校前（2.44km）→谷戸堤
防（3.33km）→伊豆中央高校前（2.44km）→谷戸堤
防（2.39km）→千歳橋南側下（1.70km）→ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞﾊﾟ
ｰｸ堤防（2.91km）→大仁市民会館（ゴール）8区間

「
あ
の
日
、
本
当
は
私
の
退
職
送
別
会

を
開
い
て
も
ら
う
予
定
だ
っ
た

ん
で
す
」と
、『
あ
の
日
＝
平
成
23
年
３
月

11
日
』を
振
り
返
り
、
苦
笑
す
る
澁
谷
さ
ん
。

　

当
時
、
宮
城
県
多
賀
城
市
の
総
務
部
長

だ
っ
た
澁
谷
さ
ん
は
、
37
年
間
勤
め
た
市
役

所
を
３
月
31
日
付
け
で
退
職
す
る
予
定
で
し

た
。
し
か
し『
あ
の
日
』、
東
日
本
大
震
災

が
発
生
。
送
別
会
は
延
期
に
な
り
、
退
職
20

日
前
に
し
て
多
賀
城
市
災
害
対
策
本
部
の
最

前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

激
震
と
大
津
波
に
よ
り
多
く
の
人
が
被
災

し
た
多
賀
城
市
は
、
電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
停
止
し
幹
線
道
路
も
ガ
レ
キ
と
壊
れ
た
車

で
封
鎖
さ
れ
た
、
ま
さ
に
孤
城
で
し
た
。
し

か
し
毛
布
や
食
料
不
足
に
困
窮
す
る
市
民
の

た
め
、
一
刻
も
早
く
全
国
に
支
援
を
求
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
震
災
か
ら
２

日
後
に
通
信
可
能
な
場
所
ま
で
行
っ
て
発
信

し
た
多
賀
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
た

の
は
、
自
治
体
と
し
て
は
異
例
と
も
い
え
る

『
助
け
て
く
だ
さ
い
』の
文
字
で
し
た
。
こ

れ
が
功
を
奏
し
、
全
国
の
仲
間
か
ら
続
々
と

救
援
物
資
が
到
着
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
混
乱
の
中
で

職
員
の
提
案
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
が
有
効
だ

と
思
え
ば
、「
す
ぐ
実
行
し
な
さ
い
。
責
任

は
私
が
と
る
」と
強
く
背
中
を
押
し
た
澁
谷

さ
ん
。
こ
の
英
断
が
、
多
賀
城
市
の
窮
地
を

救
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
７
カ
月
、
震
災
の
講
演
で
伊
豆

の
国
市
を
訪
れ
た
澁
谷
さ
ん
の
口
か
ら
最
初

に
発
せ
ら
れ
た
の
は
、
伊
豆
の
国
市
民
へ
の

感
謝
の
言
葉
で
し
た
。「
被
災
数
日
後
、
福

島
原
発
の
状
況
も
不
安
定
な
中
で
救
援
物
資

を
届
け
て
く
れ
た
伊
豆
の
国
市
の
ト
ラ
ッ
ク

や
、そ
の
後
の
東
静
電
機（
株
）の
洗
濯
支
援
、

建
設
業
協
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
、
職
員
の

派
遣
、
伊
豆
長
岡
温
泉
で
の
心
の
交
流
な
ど

･･･

皆
さ
ん
の
支
援
な
し
で
は
、
多
賀
城
市

は
復
興
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

震
災
を
通
じ
て『
絆き

ず
な

』を
痛
感
し
た
と
い

う
澁
谷
さ
ん
。「
私
だ
け
で
な
く
、
多
賀
城

市
民
一
同
、
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
は
現
役
を
退
き
ま
し
た
が
、
こ
ち

ら
に
何
か
あ
っ
た
と
き
は
駆
け
つ
け
ま
す
」。

　

遠
く
離
れ
た
２
市
の
市
民
に
、
強
く
頼
も

し
い『
絆き

ず
な

』が
育
ま
れ
ま
し
た
。

ＭＹ

ＷＡＹ
ワタシノアルクミチ

平成 23 年 10 月 8日  葛城山山頂にて撮影
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ガ
イ
ド
の
会
の
主
な
活
動

　

土
日
、祝
日
の
定
例
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
、

市
や
観
光
協
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

も
ガ
イ
ド
を
行
い
ま
す
。
主
に
、江
川
邸
、

反
射
炉
、
蛭
ケ
島
、
韮
山
城
跡
な
ど
を
ガ

イ
ド
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
に
は
源
頼

朝
や
北
条
早
雲
に
所ゆ

か
り縁

の
史
跡
も
数
多
く

存
在
し
ま
す
。
要
望
に
よ
り
こ
れ
ら
の
ガ

イ
ド
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
韮
山
反
射
炉

や
伊
豆
半
島
の
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
に
向

け
、
今
後
も
新
た
な
活
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
来
年
は
『
全
国
あ
や
め
サ

ミ
ッ
ト
』
や
『
源
頼
朝
挙
兵
８
３
０
年
祭
』

が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
歴
史
の
ま
ち
を
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
・
問
合
せ　

　
　
　
　

観
光
商
工
課

　
　
　
　

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０
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納めた国民年金保険料

全額が社会保険料
控除の対象です

募集期間　平成 24年 1月 31日（火）まで
応募部門　1. ジオを感じる風景 
　　　　　 伊豆半島ジオパーク候補地を対象とした大

地を感じる風景写真 
　　　　　2. ジオと暮らす人々
　　　　　 伊豆半島ジオパーク候補地や候補地の産品

などとともに撮影した思い出のスナップ写
真や、そこに暮らす人々の写真 

賞　品　　 最優秀賞（各部門 1人）
　　　　　　伊豆半島の温泉ペア宿泊券 
　　　　　 優秀賞（各部門 2人）
　　　　　　5,000 円相当地場産品 
　　　　　 佳作（各部門 5人）
　　　　　　2,000 円相当地場産品 
　　　　　 審査員特別賞（1人）
　　　　　　デジタルカメラ 

募集要領　 伊豆半島ジオパーク推進協議会オフィシャ
ルサイトをご覧下さい。

http://izugeopark.org/conf/izugeopark-concept/

問合せ　観光商工課　☎ 055-948-1480

伊豆半島の７市６町で組織する『伊豆半島ジオパー
ク推進協議会』では、もっとジオパークを身近に

感じてもらうため、インターネットで簡単に応募でき
るウェブ・フォトコンテストを実施しています。

農土香塾プロジェクト

野菜づくりよろず相談開催
歴
史
の
ま
ち
を
自
分
で
紹
介

静
岡
県
多
重
債
務
者
相
談
ウ
ィ
ー
ク

伊
豆
の
国
市
歴
史
ガ
イ
ド
の
会

会
員
募
集

多
重
債
務
者
相
談

歴
史
の
ま
ち
〝
伊
豆
の
国
〞
を
、
自

分
で
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
伊

豆
の
国
歴
史
ガ
イ
ド
の
会
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
で
は
味
わ
え
な
い
、
何
か
素
晴
ら

し
い
発
見
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

歴
史
ガ
イ
ド
の
会
と
は
？

　

地
元
の
史
跡
な
ど
で
、
訪
れ
る
人
に
無

料
で
ガ
イ
ド
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。

ガ
イ
ド
を
通
じ
て
、
伊
豆
の
国
市
の
素
晴

ら
し
さ
や
感
動
を
伝
え
て
い
ま
す
。
忠
実

だ
け
の
ガ
イ
ド
の
み
な
ら
ず
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
も
載
っ
て
い
な
い
話
な
ど
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

観光客にカノン砲について説明する
歴史ガイドの会（韮山反射炉）

現在会員数 21 人
男女問わず活躍しています

伊豆半島ジオパーク

フォトコンテスト開催

ジオパークとは
　『ジオ』は大地や地球を、『パーク』は公園を意
味します。『ジオパーク（geopark）』とは、大地
が育んだ貴重な資産を多数備えた地域が、それら
の保全と活用によって経済・文化活動を高めて、
地域振興につなげていく仕組みづくりです。 

ロゴマーク
　南の方角から飛行
機に乗って伊豆半島
を見たイメージ。海は
広く穏かに丸く見え、
また伊豆半島の下に
は地層が続く。

▼
▼

▼
▼

　有機栽培の専門家による野菜づくりの何でも相談で
す。ベランダ菜園から畑での有機栽培まで、野菜作りの
よろずお悩み相談を受けます。

と　き　12月 9日（金）・10日（土）
　　　　9：00～ 16：00　
ところ　農土香塾（旧大仁東小学校）
相談料　無料
※予約は必要ありません。直接、会場にお越しください。
相談は、毎月、実施する予定です。広報やHPでお知ら
せします。

のどかくんのホームページも内容充実、菜園体験講座の
途中経過や、プランター栽培体験講座の様子もみれます。
おまけもあるよ。みんなみてね。
ツイッターもフォローよろしく。
HP アドレス
http://www.city.izunokuni.shizuoka.jp/kikaku/nodoka_
project/nodoka-project.jsp
ツイッター
http://twitter.com/#!/nodoka_kun

問合せ　政策企画課　　　　
　　　　　　　　　　　☎ 055-948-1413

　

12
月
５
日（
月
）〜
11
日（
日
）は
静
岡
県
多
重
債

務
者
相
談
ウ
ィ
ー
ク
で
す
。
市
で
は
、
弁
護
士
を
相

談
員
と
し
た
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
消
費
者
金

融
な
ど
に
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
お
困
り
の
人
、
こ

の
機
会
に
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
、
生

活
を
立
て
直
し
ま
し
ょ
う
！

　

県
で
も
、
左
記
日
程
に
よ
り
相
談
窓
口
を
設
置
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
東
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
５
日（
月
）〜
９
日（
金
）

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

と
こ
ろ　

東
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー（
沼
津
市
）

相
談
員　

県
の
相
談
員
、
弁
護
士
お
よ
び
司
法
書
士

問
合
せ　

静
岡
県
東
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
５
５
（
９
５
１
）
８
２
０
５

と　

き　

12
月
５
日（
月
）

　
　
　
　

10
時
〜
12
時　

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

市
役
所
伊
豆
長
岡
庁
舎　

１
階
小
会
議
室

　
　
　
　

持
ち
物　

 

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
用
カ
ー
ド
、
契

約
書
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
明
細
書
、

督
促
状
、
預
金
通
帳
な
ど

　
　
　
　
　
　

申
込
み　

 

な
る
べ
く
事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
事
前

予
約
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

問
合
せ　

観
光
商
工
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

　国民年金保険料は、社会保険料控除と
して確定申告、年末調整の際に申告する
ことができます。控除の対象は平成 23
年１月～12月中に納めた保険料です。
　申告するときは、社会保険料（国民年
金保険料）控除証明書の添付、または提
示が必要です。
　また、ご本人だけではなく、ご家族の
保険料を納めた場合も、証明書を添付また
は提示することで、納めた人の控除として
申告することができます。
　証明書は 11月に発送されていますの
で、申告まで大切に保管してください。

　未着・再発行など、証明書についての
問い合わせ専用ダイヤル
　　☎ 0570-070-117
　　☎ 03-6700-1130（IP 電話用）

開設期間
平成 24年 3月15日（木）まで
・月曜日 8：30～ 19：00
・火～金曜日 8：30～ 17：15
・第 2土曜日 9：30～ 16：00
＊ 祝日、12月 29日（木）～ 1月 3日（火）
は利用できません。
＊ 月曜日が休日の場合は、翌火曜日
19：00まで開設します。

問合せ　三島年金事務所
　　　　☎ 055-973-1166
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今   

月   

の   

５   

冊

『救命　東日本大震災、医師たちの奮闘』
海堂尊（監修）／新潮社
医師とは、命を救い、
死を悼

いた

む存在。津波
が全てを奪っても、
命の可能性を信じ続
けた９人の医師たち。
凄絶な現場を語るド

キュメント。        　　　　      【長岡】

中央・韮山… 12 月のおはなし会
はありません。

長岡… 12 月 15 日（木）14：30～

対象／赤ちゃん～小学校低学年く
らいまで（申し込み不要）。

問合せ

『完盗オンサイト』玖村まゆみ（著）
／講談社
報酬は 1 億円。皇
居へ侵入し、樹齢
550年の名盆栽『三
代将軍』を盗み出
せ。前代未聞の犯
罪計画の行方は？

江戸川乱歩賞受賞作。【韮山・長岡】

おはなし会

【中央図書館】☎ 0558-76-5566
　毎週月曜日休館　
【長岡図書館】☎ 055-947-2364
　毎週月曜日休館
【韮山図書館】☎ 055-949-8605
　毎週水曜日休館
《各館開館時間 9：00 ～ 17：30》
　各館の休館日（年末・年始含む）
は、今月のカレンダ
ーや、市ホームページ
などをご覧ください。

おもしろい噺
はなし

を拾い集めてく
る者を、屋敷で歓待する地獄耳
の九

く

郎
ろう

左
ざ

衛
え

門
もん

、通称『耳九郎』
こと、江戸南町奉行根

ね

岸
ぎし

鎮
やす

衛
もり

。
悪事を裁き庶民を助ける、人情
時代小説短篇集。　　　【長岡】

『天網恢々 お噺奉行清談控』
林　望（著）／光文社　

『今日もごちそうさまでした』角田光
代（著）／アスペクト
からしれんこんへ
の疑問、蟹沈黙、
まぐろ年齢域、『あ
れを食べればだい
じょうぶ』野菜と
は…。しあわせで、

たのしい食べものエッセイ。【中央】

＊【　】内は所蔵館名

『無罪』深谷忠記（著）／徳間書店
人はいつ赦

ゆる

されるの
か？愛する息子と妻
を通り魔に殺された
男。我が子を殺しな
がら、心神喪失で無
罪となった女。被害
者・加害者双方の苦

悩と葛藤を描く心理ミステリー。
【韮山】

網恢々お噺奉行清談控 人
か
を
男
が
罪
者

完盗オンサイト
／
報
居
5
代
せ
罪

代
か
の
ま
れ

は
食

海
医
死
が
命
け
凄

キュメント

『
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産

業
遺
産
群
』
の
構
成

資
産
の
一
つ
と
し
て
、
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
い
る
韮
山
反
射

炉
。
そ
の
大
き
な
価
値
は
、
実
際

に
稼
働
し
た
反
射
炉
と
し
て
、
世

界
で
唯
一
残
っ
て
い
る
実
例
だ
と

い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
記
録

が
今
も
な
お
伝
え
ら
れ
て
い
る
点

も
ま
た
、
と
て
も
重
要
で
す
。

　

重
要
文
化
財
江
川
家
住
宅
（
江

川
邸
）
に
は
、
江
戸
時
代
の
も
の

を
中
心
に
、
６
万
点
に
も
お
よ
ぶ

古
文
書
類
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
韮
山
反
射
炉
に
関

連
し
た
資
料
も
数
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、嘉
永
６
年（
１
８
５
３
年
）

伊
豆
の
国
市
文
化
協
会
は

函
南
町・伊
豆
市
と
共
に

『
田
方
文
化
協
会
連
絡
協
議
会
』

に
加
盟
し
、
毎
年
合
同
の
展
示

会
や
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
３
市
町
文
化
協

会
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
、

相
互
に
鑑
賞
し
学
び
合
う
文
化

交
流
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

広
域
文
化
事
業
と
し
て
毎

年
、
会
場
を
持
ち
回
り
し
な
が

ら
開
催
す
る
同
事
業
は
、
今
年

度
、
函
南
町
で
合
同
手
工
芸
展

『
手
芸
・
工
芸
・
陶
芸
』
を
開

催
し
ま
す
。

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク･

編
み
物･

押
し
花･

皮
工
芸･

ガ
ラ
ス
工

芸･

ビ
ー
ズ
ス
テ
ッ
チ･

ア
ー

ト
フ
ラ
ワ
ー･

陶
芸
な
ど
の
作

品
を
展
示
発
表
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

３
市
町
合
同
手
工
芸
展

と　

き

平
成
24
年
１
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
17
時

　
　
　
　

１
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　

１
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

９
時
〜
15
時

と
こ
ろ

函
南
町
中
央
公
民
館

多
目
的
ホ
ー
ル　

☎
０
５
５
（
９
７
９
）
１
７
３
３

（
伊
豆
箱
根
鉄
道

　

大
場
駅
よ
り
徒
歩
15
分
）

そ
の
他　

入
場
無
料

か
ら
文
久
２
年（
１
８
６
２
年
）

に
か
け
て
記
録
さ
れ
た『
反は

ん

射し
ゃ

炉ろ

御お

取と
り

立た
て

中
ち
ゅ
う

日に
っ

記き

』
は
、
反
射
炉

が
ど
の
よ
う
に
造
ら
れ
、
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
か
を
知
る
た
め

の
、
基
礎
資
料
と
言
え
る
も
の
で

す
。『
日
記
』の
名
が
示
す
よ
う
に
、

日
を
追
っ
て
様
々
な
情
報
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
第
一
日
目
は
、
嘉
永
６
年

12
月
16
日
。
幕
府
よ
り
反
射
炉
築

造
の
命
令
が
下
っ
た
と
い
う
火
急

の
報
せ
が
、
江
戸
か
ら
届
い
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
を

受
け
て
、翌
安
政
元
年（
１
８
５
４

年
）１
月
24
日
、
本
郷
村
（
現
下

田
市
）
で
、
反
射
炉
の
基
礎
工
事

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
反
射
炉
は

当
初
、
大
砲
な
ど
の
鋳
造
品
の
搬

出
・
輸
送
に
便
利
な
よ
う
に
、
下

田
港
の
近
く
に
造
ら
れ
る
予
定

だ
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
錐す

い

台だ
い

小
屋
な
ど
の

付
属
施
設
も
造
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た

３
月
27
日
、
下
田
に
入
港
し
て
い

た
ペ
リ
ー
艦
隊
の
水
兵
が
、
建
設

中
の
反
射
炉
敷
地
内
に
立
ち
入
る

と
い
う
事
態
が
起
こ
り
ま
す
。
水

兵
が
、
そ
こ
で
何
が
造
ら
れ
て
い

る
か
を
理
解
し
た
か
ど
う
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
機
密
を

保
て
る
状
態
で
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
す
る
幕
府
の
対
応
は

素
早
い
も
の
で
し
た
。
反
射
炉
の

建
設
場
所
は
急

き
ゅ
う
き
ょ遽

変
更
さ
れ
、
田

方
郡
中
村
、
つ
ま
り
現
在
の
場
所

に
造
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
も
し
、
ペ
リ
ー
艦
隊
の
水
兵

が
立
ち
入
ら
な
け
れ
ば
、
反
射
炉

は
そ
の
ま
ま
本
郷
村
に
造
ら
れ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

（
続
く
）

23 22

　中央図書館カウンターの後ろ
に描く絵は、毎年始めに干支にち

なんだ動物を描くことにしています。絵本をいろいろ思い浮
かべて、これから何を描くか決めます。龍・ドラゴンの出てく
るお話、皆さんは何か思いつきますか？（図書館司書　中山）

韮山反射炉の築造記録
（その 1）

問合せ
　文化振興課   歴史資源活用推進室
　　　　　　☎０５５‐９４９‐８６０９

その 78
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反射炉御取立中日記
表紙（江川家蔵）

反射炉御取立中日記：本文
（江川家蔵）

大人のための語りを聴く会
“ 語り ” の世界をじっくりとお楽しみください。参加
費無料。
と　き　12月17日（土）13：30～15：30（開場13：15）
ところ　中央図書館　２階視聴覚室
内　容　第１部　おはなし研究会『ひこうせん』
　　　　第２部　上原佐惠子『語りの世界』
協　力　・上原佐惠子氏
　　　　　（ しずおか紙芝居研究会主宰・伊豆おはな

し連絡会代表　他）
　　　　・おはなし研究会『ひこうせん』
申込み　 12 月６日（火）から中央図書館カウンター

または電話で申込み。※空席があれば、当日
直接参加も可。

問合せ　中央図書館　☎ 0558-76-5566

へおこしください！
★ 各図書館とも申し込みの必要はありません。
　直接会場へおこしください。参加費無料。
　※詳しくは各館へお問い合わせください。

　中央図書館
　と　き　12月 10日（土）11：00～ 11：45
　ところ　中央図書館　２階視聴覚室
　内　容　絵本の読み聞かせ、おはなしなど
　協　力　星の会
　長岡図書館
　と　き　12月３日（土）10：00～ 12：00
　ところ　長岡図書館閲覧室
　内　容　クリスマス工作、読み聞かせ
　　　　　（松ぼっくりでツリーを作ります）
　協　力　家庭文庫
　韮山図書館
　と　き　12月３日（土）14：00～ 15：00
　ところ　韮山図書館幼児図書室
　内　容　読み聞かせ、エプロンシアターなど
　協　力　かみふうせん、田方農業高校放送部

へ
★各図書館とも申し込みの
『冬のおたのしみ会』

とお楽しみください 参加
『ストーリーテリング・冬』

３市町合同
手工芸展を開催

問合せ
　文化振興課
　☎ 055-949-8600

工ー作
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緑化講習会参加者募集

信号が　青でも左右　見直そう
　　　　　　　　向

む

笠
かさ

あん（韮山小）

危ないよ　慣れてる道も　気をつけて
　　　　　　　　秋

あき

山
やま

莉
り

沙
さ

（大仁小）

自転車で　よそ見運転　危ないよ　　　　　　　

　　　　　　　　杉
すぎ

山
やま

　俊
しゅん

　（長岡南小）

市交通指導委員会から

！ 新しい『自転車のルール・マナー』

25 24

平
成
９
年
12
月
に
京
都
で
開
催

さ
れ
た
国
際
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

３
）
を
契
機
と
し
て
、
毎
年
12
月
を

『
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
』
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

同
月
は
、
自
動
車
交
通
量
の
増
加

や
事
業
所
・
家
庭
の
暖
房
に
よ
る
窒

素
酸
化
物
な
ど
の
排
出
で
、
大
気
汚

染
物
質
濃
度
が
よ
り
高
く
な
る
時
期

で
す
。
そ
の
た
め
、
毎
年
『
大
気
汚

染
防
止
推
進
月
間
』
と
し
て
、
き
れ

い
な
空
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

『
地
球
温
暖
化
防
止
』
と
『
大
気

汚
染
防
止
』
の
た
め
に
！

１
．
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
実
践
し
ま

し
ょ
う

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
一
環
と
し

て
、
暖
房
時
の
室
温
を
20
度
に
下
げ

ま
し
ょ
う
。過
度
の
暖
房
の
使
用
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
だ
け
で
な

く
、
空
気（
大
気
）が
汚
れ
る
原
因

に
も
な
り
ま
す
。
暖
房
に
頼
り
過
ぎ

ず
、
働
き
や
す
く
暖
か
い
ビ
ジ
ネ
ス

ス
タ
イ
ル〝
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
〞の
定

着
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
自
転
車
な
ど
の
使
用
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う　

　

空
気
が
汚
れ
る
原
因
の
一
つ
に
、

自
動
車
交
通
量
の
増
加
が
あ
り
ま

す
。
天
気
の
良
い
日
は
、
で
き
る
だ

け
自
転
車
や
徒
歩
で
出
か
け
る
な

ど
、
移
動
時
に
は
自
動
車
を
使
用
し

な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
取
り
組
み
が
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
カ
ギ
を
握
り
ま
す
。
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
一
人
ひ
と

り
が
、
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

申込み・問合せ　環境衛生課　☎ 055-949-6805

！『年末の交通安全県民運動』が始まります。
（12月 15日（木）から 31日（土）までの 17日間）

　市の重点施策は『自転車運転マナーの向上』です。
全国で、自転車事故が多発しています。自転車は『車
両』という意識を持ち、歩行者の保護に努めましょう。
　また、夜間運転する際には、必ずライトを点灯さ
せましょう。

　今年 10月 25日に、警察庁から新たに打ち出された
『良好な自転車交通秩序の実現のための総合対策につ
いて』。自転車を運転するときは、もう一度、自分の
運転について振り返ってみましょう。
概要
・自転車は『車両』であることの徹底
　原則は車道を左側通行で走行しなければいけません。
・自転車に対する取締りの強化
　 制動装置（ブレーキなど）不良自転車をはじめとす
る悪質・危険な違反の検挙

・ 歩道を通行する際は、歩行者優先
というルールの遵守を徹底　など

短
縮
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ご
用
心
！

消費生活相談 ･･･12/5・12・19・26 の各 9：00 ～ 15：00（電話相談可）、また 12/5（月）に多重債務者相
談を行います。くわしくは 21 ページをご覧ください。　　　　　問合せ  観光商工課　☎ 055-948-1480

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心 

42○

最
近
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
※
を
利
用
す
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
注
意
が
必
要
な
の
は
、
儲

け
話
や
ア
ダ
ル
ト
系
の
話
題
な
ど

で
、
最
初
の
一
部
の
み
が
記
載
さ

れ
て
お
り
『
詳
し
く
は
こ
ち
ら
』

な
ど
と
し
て
、
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

（http://w
w
w

〜
と
い
っ
た
よ
う

な
も
の
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
場
合
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
本
来
の
サ
イ
ト
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
は
な
く
、
文
字
数
を
節

約
し
た
特
定
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
短
縮
Ｕ

Ｒ
Ｌ
）が
表
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、

本
来
は
ど
の
よ
う
な
サ
イ
ト
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。場
合
に
よ
っ
て
は
、

個
人
情
報
を
不
正
に
取
得
す
る
こ

と
を
意
図
し
て
い
る
サ
イ
ト
や
不

当
な
利
用
料
金
を
請
求
さ
れ
る
サ

イ
ト
な
ど
、
問
題
の
あ
る
サ
イ
ト

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
し
ま
う
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
は
利
点
も
多
い
反

面
、
今
回
紹
介
し
た
よ
う
に
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
常

に
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

（
文
と
絵
）

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

地球温暖化防止月間
と

大気汚染防止推進月間

※ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
と
は
、

人
同
士
の
つ
な
が
り
を
構
築
す
る

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ

そのＵＲＬは本当に大丈夫？
危険が潜んでいることも常に忘れないで
ください。

【共通】
ところ　　　市役所韮山庁舎　1階食堂
募集人数　　各講習 25 人（先着順・市民優先）
内　容　　　 多肉植物を使ったお洒落なミニハンギン

グバスケット・ミニリースを製作する体
験講習会です。

講　師　　　 高橋さゆり氏（ハンギングバスケットマス
ター、花咲くしずおかアドバイザー）

参加費　　　無料
持ち物　　　 園芸用はさみ、筆記用具、ペンチ、厚手

の手袋
注意事項　　 同じ人が、両方の講習会には参加できま

せんのでご了承ください。
受付期間　　12 月 19 日（月）～、9：00 ～ 17：00
　　　　　　（土日・祝日は受付不可）
　　　　　　※定員になり次第終了

　お庭や玄関先の飾りにミニハンギングバスケットやミニリース
を作ってみませんか？お家にちょっとした緑のポイントがあるだ
けで、安らげる空間を演出できます。講師には、ハンギングバス
ケットマスターの高橋さゆりさんをお迎えします。先生の技術を
学んで、ご自宅のガーデニングにもいかしてみませんか？

手づくりミニハンギングバスケット
手づくりミニリース

①手づくりミニハンギングバスケット
講習会（初級編）
と　き　平成 24年 2月 4日（土）
　　　　9：30～ 11：30

②手づくりミニリース講習会（応用編）
と　き　平成 24年 2月 18日（土）
　　　　9：30～ 11：30

12 月は『安全で安心なまちづくり推進月間』です。

　12 月は街頭および侵入犯罪など
の発生に加え、忘年会シーズンに伴
う飲酒運転による交通事故、また、
空気の乾燥による火災の発生など、
市民の皆さんの生活に危害がおよぶ
危険性が高まる時期です。
　そこで市では、12 月を『安全で安心なまちづくり
推進月間』と定め、警察・消防などの関係機関と連携し、

家庭や地域での安全で安心な生活
環境の維持・確保を強く呼びかけ
ていきます。
　市民の皆さんも、普段からの戸
締りや火の元の確認などに心掛け
てください。

！

僕だって安全運転

してるよ

問合せ　地域安全課
　　　　☎ 055-948-1412
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お・知・ら・せ

　全国の高校生が激戦を繰り広げ
る『全国高校生パンコンテスト』、
毎回好評の全国有名パン販売などパ
ンにちなんだ楽しいイベントが盛り
だくさん！今回から会場を韮山時代
劇場へ変えて、さらにパワーアップ
したパン祖のパン祭をお楽しみに！
詳細は来月号で発表します。
とき／平成 24 年 1 月 21 日（土）・
22日（日）10：00～ 14：30
ところ／韮山時代劇場　ほか
内容／全国有名パン販売、第6回全
国高校生パンコンテスト　ほか
※同時開催『伊豆の国 JAZZ６!!』（21
日（土）のみ）
問合せ／伊豆の国市観光協会
　　　☎ 055-948-0304

　戦国時代の平山城であった韮山
城跡をはじめ蛭ケ島、江川邸を初
冬の富士山を眺めながらゆっくり
ウォークキングしませんか。各史
跡では、伊豆の国市歴史ガイドの
会による説明があります。
とき／12 月 10 日（土）9：00 ～
12：00   受付 8：50～※少雨決行
ところ／韮山時代劇場臨時駐車場
参加費／300 円
問合せ／ＮＰＯ法人韮山城を復元
する会（宇野）　☎ 055-949-3548

　浮橋産そば粉と小麦粉を使った手
打ちそばを食べに来てください。
とき／12月 11日（日）9：00～
※そばの販売は 10：00～
※売り切れ次第終了
ところ／浮橋公民館
内容／地場産農作物の販売、手打ち
そば・地場産もち米を使ったもちの
販売、そば打ち体験コーナー（有料）
問合せ／浮橋区長（川口）
　　　☎ 0558-79-0508

とき／ 12 月 23 日（金・祝）開場
18：00　開演 18：30
ところ／アクシスかつらぎ大ホール
指揮／杉山義紀
曲名／アルセナール、ウィーアー！ほか
参加費／無料
問合せ／伊豆中央高校
　　　☎ 055-949-4771

　生産現場やサービス現場で働く
青年技能者たちが、優勝目指して
競い合う技能五輪全国大会が本県
で開催されます。
とき／競技 12 月 17 日（土）・18
日（日）、閉会式 19日（月）
競技・開場／左官・家具・CAD な
ど：ツインメッセ静岡、フラワー装

飾：静岡市南部体育館、造園：東
静岡駅再開発地、抜き型・とびなど：
清水マリンパーク、電気溶接：浜
松テクノカレッジ
※車での来場はご遠慮ください。
閉会式会場／グランシップ（静岡市）
問合せ／県職業能力開発課
　　　☎ 054-221-2823
ホームページ／www.javada.or.jp

とき／ 12 月 14 日（水）10：00
～ 12：00　受付 9：45～
ところ／沼津市立図書館
目的／積極的に障害者雇用に取り
組んでいる企業について知り、沼
津・三島・田方地区の就業促進に
役立てます。
講師・演題／京丸園（株）代表取締役
鈴木厚志氏『障害者雇用で新しい
農業を創る』
参加費／無料
問合せ／静岡県立沼津特別支援学
校　　☎ 055-966-0980

　福祉の仕事に就労を希望する人
を応援します。参加費無料。
とき／①西部会場：平成 24年 1月
7日（土）②東部会場：平成 24 年
1月 14 日（土）③中部会場：平成
24 年１月 17 日（火）※時間は各

お・知・ら・せ

伊豆中央高校吹奏楽部
第22回冬のコンサート

沼津・三島・田方地区
就業促進協議会講演会 第20回

百人一首画展（墨絵）

福祉の就職
総合フェア 2012

第 6回
パン祖のパン祭

水中運動
アクアビクス教室

27 26

福
祉
村
に
新
し
い
ケ
ア
ホ
ー
ム

早雲ウォーク

日 12：00～ 16：00
ところ／①西部会場：アクトシティ
浜松②東部会場：アンジェ・ヴィ
ラージュブケ東海沼津③中部会場：
グランシップ
主催／社会福祉法人静岡県社会協
議会社会福祉人材センター、静岡県
※電話またはＦＡＸにて受付
申込み・問合せ／静岡県社会福祉
人材センター　  ☎ 054-271-2110

FAX054-272-8831

とき／平成 24 年 1 月 10 日（火）
～15日（日）10：00～ 17：00
※初日は13時～、最終日は16時まで
ところ／長泉町コミュニティセン
ター 2階展示室（下土狩駅前）
作品／墨の濃淡と、ぼかしの技法
で描かれた墨絵 115 点
入場／無料
問合せ／佐野美術館友の会墨絵部
（代表：小野）☎ 055-971-6438

　日ごろ運動不足のあなた。これか
ら運動を始めたいと思っているあな
た。ぜひ、水の中の気持ちいい運動
にチャレンジしてみてください。
とき／毎週金曜 13：30～14：15
ところ／長岡温水プールサンゆう
内容／水中で曲に合わせて、有酸

素運動を行います。
対象／健康な成人
参加料／ 3,000 円（入館料込み）

入会時に入会金 1,000 円
申込み／プール窓口にある申し込
み用紙を提出。
問合せ／長岡温水プールサンゆう
　　　☎ 055-947-0176

お
子
さ
ん
の
進
学
資
金
で
お
悩
み
の
人
へ

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
を

貸
し
付
け
ま
す

母
子
家
庭
な
ど
で
お
子
さ
ん
の
進
学
資
金
に
つ
い
て

悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、
静
岡
県
で
は
、
母
子

寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　

　

 

配
偶
者
の
な
い
女
性
で
、
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
人
、
ま

た
は
両
親
の
な
い
児
童

返
済

　

 

学
校
を
卒
業
し
た
６
カ
月
後

か
ら
返
済
開
始

　

※ 

返
済
期
間
は
貸
付
額
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

保
証
人

　

 

保
証
人
（
身
元
確
認
者
）
が

必
要
で
す
。

受
付
期
間

　

12
月
１
日
（
木
）

　

〜
平
成
24
年
１
月
６
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
役
所
社
会
福
祉
課

　
　
　

子
育
て
支
援
室

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
８

資金の種類 修学資金 就学支度資金

内　容
高等学校以上に通学するために必要な
授業料、教材費、交通費などの費用と
して、年 4回に分けて継続的に貸付

学校の入学時に必要とする
被服などの購入費用として
入学時 1回に限り貸付

貸付限度額 18,000 円～ 64,000 円（月額） 39,500 円～ 590,000 円
※学校の種別や自宅・自宅外通学の別により異なります。

な
ぎ
の
家
利
用
者
募
集

福
祉
村
に
建
設
を
進
め
て
い
る
ケ
ア
ホ
ー
ム
が
、
平

成
24
年
４
月
に
開
所
す
る
予
定
で
す
。

　
『
な
ぎ
の
家
男
子
棟
』『
な
ぎ
の
家
女
子
棟
』
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
　

男
女
各
６
人

申
込
み
資
格　

 

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

お
よ
び
精
神
保
健
福
祉
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
障
害
程
度
区
分
２
以
上

に
該
当
し
、
次
の
①
か
ら
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

※ 

住
所
要
件　

平
成
23
年
４

月
１
日
現
在
で
伊
豆
の
国

市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

① 

日
中
の
就
労
ま
た
は
就
労

継
続
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
人
。

65
歳
以
上
の
身
体
障
害
者

は
、
65
歳
と
な
る
前
に
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

② 

障
害
者
支
援
施
設
な
ど
に

入
所
を
し
て
い
る
人
。

③ 

医
療
機
関
に
入
院
を
さ

れ
て
い
る
人
。

②
③
に
つ
い
て
は
、
日
中

の
就
労
ま
た
は
就
労
継
続

支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
な
人

に
限
り
ま
す
。

※ 

詳
細
は
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
受
付
開
始
日

平
成
24
年
１
月
10
日（
火
）

問
合
せ

▼
申
し
込
み
お
よ
び
利
用

条
件
な
ど
に
関
す
る
こ
と

社
会
福
祉
法
人　

春
風
会

ぬ
く
も
り
の
里　

☎
０
５
５
８（
７
６
）６
７
０
０

▼
障
害
程
度
区
分
認
定
お

よ
び
手
帳
に
関
す
る
こ
と

市
役
所
障
が
い
福
祉
課

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
７

浮橋そばの里まつり

技能五輪全国大会

【わかちあいの会】
と　き ところ 実施内容

12 月 10 日（土） 13：30

16：00

サンウェルぬまづ
3階会議室

自死遺族が集い、お互
いが思いを語り合う平成 24年

2月 25日（土）

【すみれ相談】　相談員による個別相談　＊要予約
とき ところ 申込み

12 月 21 日（水）

13：00

16：00

東部健康福祉センター ☎ 055-920-2087
平成 24年
1月 18日（水）

富士健康福祉センター ☎ 0545-65-2155

平成 24年
2月 15日（水）

東部健康福祉センター ☎ 055-920-2087

平成 24年
3月 21日（水）

熱海健康福祉センター ☎ 0557-82-9120

【個別相談】
静岡県精神保健福祉協会　毎週火・水・金（年末年始を除く）　※要予約
対　象　大切な人を自死で亡くされた人
参加費　無料

申込み・問合せ　静岡県精神保健福祉協会　☎ 090-2687-2758

自死遺族支援

『わかちあいの会（遺族の集い）』および
　　　　　　　　　『すみれ相談（個別相談）』

『初詣臨時電車』運転のご案内
　三嶋大社への初詣は電車をご利
用ください。大晦日の深夜から元旦
にかけて、『初詣臨時電車』を運転。
また、12月 31日～1月7日までの
期間『初詣往復割引乗車券』を発売。
問合せ／伊豆箱根鉄道　三島駅
　　　☎ 055-975-0587

〜

〜
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お・知・ら・せ

　『さすけ』の子どもバージョンに
挑戦しましょう！
とき／ 12 月 18 日（日）10：00 ～
受付 9：30～
ところ／長岡体育館
対象／ 4歳～小学生まで
参加費／ 600 円（伊豆の国スポーツ
クラブ会員は 200 円）
申込み／長岡体育館・長岡温水プー
ル（申込み用紙あり）※市のホーム
ページからもダウンロードできます。
締切り／12月15日（木）17：00
問合せ／市役所社会教育課
　　　☎ 055-948-1461

とき／12月26日（月）9：30～16：30
ところ／伊東市児童・障害者福祉
センター『はばたき』3階（伊東市
松原622-12　伊東駅から徒歩5分）
対象／以下に該当する幼児児童生
徒の保護者や関係者
・学習のつまずきや遅れが気になる
・落ち着きのなさや行動が気になる
・体の発達や動作が気になる
・見え方や聞こえが気になる   など
問合せ／東部地区特別支援学校ネ
ットワーク　　☎ 055-921-2099

とき／ 12 月 14 日（水）・21日（水）
13：00～ 15：00　※要予約
ところ／東海税理士会三島支部

（三島市大宮町 3丁目 20-21）
※相談日はお問い合わせください。
問合せ／東海税理士会　三島支部
　　　☎ 055-972-1668

　暮らしの中の悩み事相談を受け
付けています。消費生活、家庭・
労働・年金問題、法律関係、多重
債務など…「困ったな、どうしよう」
そんなときご利用ください。悩み
事を一緒に考え、専門的なアドバ
イスをしてくれるところを紹介し
ます。※相談および取り次ぎは原
則無料ですが、専門家に相談する
場合は別途料金がかかる場合があ
ります。
とき／月～金曜日   9：00～17：00
ところ／ふれあい会館

（沼津市杉崎町 4-6）
相談受付・問合せ／ライフサポー
トセンター東部  ☎ 055-922-3715

　認定を目指すＮＰＯ法人の皆さ
ん！国税局の実務担当者による認
定・寄附にかかわる税務について
の詳しい勉強会を開催します。参
加費無料。
とき／ 12 月 10 日（土）13：00
～ 15：00
ところ／静岡県東部地域交流プラ
ザ（東部パレット）3階Ｂルーム
対象／ＮＰＯ法人、行政担当者、
市民活動センター職員
定員／50人※定員になり次第締切
内容／①認定ＮＰＯ制度の説明
②質問会
講師／名古屋国税局職員
申込み・問合せ／静岡県東部地域
交流プラザ（東部パレット）
　　　　　　　   ☎ 055-951-8500

お・知・ら・せ
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教育相談会

認定ＮＰＯ制度の勉強会

市
教
育
委
員
会
で
は
、『
市
民
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
』

と
『
自
分
が
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
』

を
つ
な
ぎ
あ
う
、
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
の
情
報
は
市
社
会
教
育
課
で
管
理

し
、
市
内
の
学
習
者
が
求
め
る
分
野
に
応
じ
て
指
導
者
と
し
て

紹
介
し
ま
す
。

　

学
校
の
総
合
学
習
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
・
子
育
て
マ
マ
の
サ
ー
ク

ル
・
老
人
ク
ラ
ブ
の
学
習
会
な
ど
、
活
躍
の
場
は
様
々
で
す
。

あ
な
た
の
持
っ
て
い
る
知
識
・
技
術
・
経
験
を
地
域
の
た
め
に

い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
登
録
要
件
】　

全
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

１

生
涯
学
習
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
個
人
ま
た
は
団
体

で
あ
る
こ
と

２

伊
豆
の
国
市
に
在
住
、
在
勤
の
人
、
ま
た
は
近
隣
市

町
に
在
住
し
、
市
内
で
指
導
で
き
る
人
で
あ
る
こ
と

３

謝
礼
収
入
そ
の
他
、
営
利
を
目
的
と
し
て
の
指
導
を

行
わ
な
い
こ
と

４

特
定
の
政
治
団
体
ま
た
は
宗
教
団
体
を
支
援
す
る
た

め
の
活
動
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

問合せ　市役所社会教育課　☎ 055-948-1461

あ
な
た
の
チ
カ
ラ
は
地
域
の
タ
カ
ラ

生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

登
録
者
募
集

登
録
期
間　

登
録
受
付
日
か
ら
、
そ
の
年
の
12
月
31
日
ま
で

　
　
　
　

※ 

12
月
27
日
（
火
）
ま
で
に
登
録
し
た
人
は
、
平
成

24
年
度
の
生
涯
学
習
情
報
誌
に
掲
載
し
ま
す
。

そ
の
他　
　

 

伊
豆
の
国
市
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
設
置
要
領
を

順
守
す
る
こ
と

中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

『
静
岡
県
中
小
企
業
災
害
対
策

資
金
』利
用
者
へ
の
利
子
補
給

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

『
静
岡
県
中
小
企
業
災
害
対
策
資
金
』
の
利
用
者
を
対
象
に
、
利

子
の
一
部
を
利
子
補
給
し
ま
す
。

対
象
者　
　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

中
小
企
業
者
が
対
象
で
す
。

・ 

市
内
で
６
カ
月
以
上
継
続
し
て
同
一
事
業

を
営
ん
で
い
る
こ
と

・ 

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
、
県
中

小
企
業
災
害
対
策
資
金
の
融
資
を
受
け

て
い
る
こ
と

・ 

納
期
が
到
来
し
た
市
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と

●
利
子
補
給
期
間

　

第
１
回
目
の
返
済
か
ら
２
年
間（
24
回
）

で
、
年
度
ご
と
に
交
付
し
ま
す
。

※ 

今
年
度
分
は
12
月
末
ま
で
に
返
済
し
た
利

子
分
に
つ
い
て
利
子
補
給
し
ま
す
。

●
利
子
補
給
率

　

融
資
利
率
の
２
分
の
１

●
利
子
補
給
申
請
手
続
き

　

今
年
度
分
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
１
月
10
日（
火
）か
ら
31
日（
火
）

ま
で
に
、
交
付
申
請
書
類
を
市
役
所
観
光

商
工
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
交
付
申
請
書　

様
式
第
１
号

・ 

償
還
実
績
証
明
書
（
金
融
機
関
の
証
明

が
必
要
）　

様
式
第
２
号

・
市
税
の
納
税
証
明
書　

※ 

市
に
口
座
登
録
を
し
て
い
な
い
場
合
は

債
権
者
登
録
申
立
書
（
振
込
依
頼
書
）

※ 

様
式
１
・
２
号
は
、
市
役
所
観
光
商
工

課
窓
口
（
あ
や
め
会
館
１
階
）
で
配
布
、

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
災
害
貸
付
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ
】

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
災
害
貸
付
に
関
す
る
利
子
補
給
制

度
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
申
請
窓
口
の
伊

豆
の
国
市
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
案

内
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

伊
豆
の
国
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.izunokuni.org

問合せ　市役所観光商工課
　　　　☎ 055-948-1480

第 2回
こすけ大会

税理士による
無料税務相談

ライフサポートセンター東部
暮らし何でも相談

　消費者の心の隙に付け込む悪質
商法は、後を絶ちません。特に年
末年始のあわただしい時期は、心
にゆとりがなくなり、トラブルに
巻き込まれる危険も高まると考
えられます。十分ご注意ください。
問合せ／静岡県くらし・環境部県
民生活課　　☎ 054-221-2175

12 月は

消費者被害防止月間

栄養講座開催

貧血にご用心
　一般的に『貧血』と聞くと若い女性
をイメージしますが、実は成長期の子
供、高齢者でも見られます。見過ごし
てしまう貧血の症状を知り、自分の毎
日の生活をふり返ってみませんか。

と　き　12月 16日（金）　9：30～ 13：00
ところ　韮山福祉・保健センター
対　象　市民
内　容　 『貧血と病気』

市役所保健師講話
　　　　 『貧血予防の食事』

市役所栄養士講話
　　　　 『鉄分アップの食事（調理実習）』

市役所栄養士実習
定　員　20人（定員になり次第、締め切り）
参加費　無料
持ち物　 エプロン、三角巾（頭を覆うもの）、手拭

きタオル
申込み期限　 12 月13 日（火）までに電話で申し込み
申込み・問合せ　市役所健康づくり課
　　　　　　　　☎ 055-949-6820

▼
▼

▼

掲載内容
・ カレンダーの各月、下段
に掲載する有料広告
・広告サイズ
　（縦５㌢×横 16㌢）
・各月２枠× 12カ月＝ 24枠
＊ 原則１社１枠。ただし 24枠に満たない場合は、
空き数に応じて１社月別で 12枠まで掲載可能
掲載料金　２万円（１枠）
＊ 掲載月指定は３万円（１枠）
申込み方法　市役所窓口または市ホームページから
ダウンロードした広告掲載申込書を市役所秘書広報
課に提出してください。
応募期限　
平成 24年１月 11日（水）まで
申込み・問合せ　市役所秘書広報課
　　　　　　　　☎ 055-948-1431

平成24年度市民カレンダー
　　　有料広告を募集

来
年
度

伊
豆
の
国
市
カ
レ
ン
ダ
ー

有
料
広
告
を
募
集

来
年
度

伊
豆
の
国
市
カ
レ
ン
ダ
ー

有
料
広
告
を
募
集
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▽
今
回
の
防
災
特
集
は
、
多
賀

城
市
の
澁
谷
さ
ん
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
課
、
県
の
岩
田
危
機

報
道
監
、
小
嶋
さ
ん
ご
家
族
、

原
木
区
自
主
防
災
会
、各
団
体
、

市
の
地
域
安
全
課
の
協
力
と
、

遠
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
な
く
て
は

完
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
皆
さ

ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
夏

▽
〝
暴
飲
暴
食
〞
な
ん
て
恐
ろ

し
い
言
葉
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に

こ
れ
か
ら
の
忘
年
会
季
節
を
象

徴
す
る
よ
う
な
言
葉
。
今
か
ら

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
。
と
は

言
う
も
の
の
、
こ
れ
は
一
年
の

苦
労
を
忘
れ
る
た
め
の
大
事
な

伝
統
行
事
。
勝
て
な
い
ん
で
す

よ
ね
、
こ
の
難
敵
に
は
…　

遠

編　集　後　記

住民登録人口● 49,724 人（男：24,008、女：25,716 人）　世帯● 19,999
外国人登録人口● 452 人（男：183 人、女：269 人）　世帯● 196

市の人口
（平成２３年 11 月１日現在）

　毎月、正解者の中から抽選で10人に図書カードをプレゼン
ト！皆さんのご応募お待ちしています。
【応募方法】
①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢、②広
報紙へのご意見・ご感想や身近な話題などを書き添え（必須）、
12月 12日（月）までに下記へお送りください。ご意見などは、
広報で紹介させていただく場合があります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　
　　　　　　伊豆の国市　総務企画部　秘書広報課
【先月の答え】「いずはこねてつどう（伊豆箱根鉄道）」

正解者は60／ 60人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】
相原睦子、石井克俊、上羽明美、梅原舞、加藤未来、
坂西京子、杉山智夏子、田口敏子、渡辺みどり、渡辺光子
＊当選者へのプレゼントは、12月末ごろ発送予定です。

表紙より

お題 ：アナグラム
脳の活性度　★★★★

表紙

　

広
報
紙
へ
の
感
想
等
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

11
月
号
の
特
集
『
地
域
の
魅
力
を
探

す
旅
』
を
読
ん
で

●
と
て
も
良
い
企
画
で
し
た
。
い
つ

も
車
ば
か
り
な
の
で
、
た
ま
に
は
近

く
を
鉄
道
に
乗
っ
て
の
ん
び
り
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
長
岡
・
58
歳
・
女
性　

ほ
か
）

●
こ
の
地
に
暮
ら
し
て
１
年
余
、
知

ら
な
い
所
を
発
見
。
近
々
訪
れ
る
つ

も
り
で
す
。　
　

（
大
仁
・
75
歳
・
女
性
）

●
伊
豆
箱
根
鉄
道
は
小
さ
な
こ
ろ
か

ら
身
近
な
も
の
。
の
ん
び
り
し
た
感

じ
が
自
分
に
は
合
っ
て
い
る
ん
だ
な

あ
と
思
い
ま
す
。
の
ど
か
な
風
景
が

大
好
き
で
す
。　

（
立
花
・
33
歳
・
女
性
）

●
ハ
ー
ト
の
つ
り
革
を
２
度
ほ
ど
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
通
学
し

て
も
、
な
か
な
か
出
会
わ
な
い
も
の

で
す
ね
。
握
る
の
に
は
勇
気
が
い
り

ま
す
。　
　
　

（
田
京
・
17
歳
・
佐
藤
）

ほ
か
に
も

●
の
ど
か
く
ん
た
ち
、
か
わ
い
く
て

大
好
き
で
す
。
（
中
條
・
９
歳
・
女
性
）

●
音
楽
発
表
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

伊
豆
の
国
市
の
歌
が
市
民
の
皆
さ
ん

に
歌
わ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

（
田
京
・
15
歳
・
女
性
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便

り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　アナグラムは、ある言葉の文字の順番を入れかえて、別
の言葉にしてあるクイズです。例えば「おれ、何歩？」とい
う問題のもとの言葉は「ナポレオン」という感じです。
　では、次の問題のもとの言葉は、いったい何でしょう。

ライトダウン！
キャンドルナイトみしま
とき／ 12 月 3 日（土）17：00 ～
19：00（雨天の場合は 4日（日））
ところ／楽寿園駅前口広場
内容／廃油キャンドルの点灯、ア
コースティックライブ、ライトダ
ウン協力世帯への記念品贈呈、コ
コアの無料配布
問合せ／三島市環境政策課
　　　☎ 055-983-2647

楽寿館終日特別公開
および

常盤の森散策
とき／ 12月 3日（土）～ 18日（日）
※ 12月 5日（月）・12日（月）は休園
ところ／楽寿園内楽寿館および常
盤の森
内容／楽寿の間からの紅葉を眺め、
常盤の森の中を自由に散策してく
ださい。
問合せ／三島市立公園楽寿園

　　　☎ 055-975-2570

ＪＡ三島函南農業祭
（畜産まつり）

とき／ 12 月 4 日（日）9：00 ～

14：00（雨天中止）
ところ／長伏公園（芝生広場・駐
車場）
内容／地元農産物の直売、風船の無
料配布、餅まき、各種出店、子豚レー
ス（10：30、12：30）など
問合せ／三島市農政課
　　　☎ 055-983-2652

新春初笑い
泉のまち古典芸能鑑賞会
とき／平成 24 年 1 月 21 日（土）
18：30開場　19：00開演
ところ／清水町地域交流センター
多目的ホール
出演／三遊亭楽麻呂、マギー隆司、
三遊亭好吉、二代目林家木久蔵
入場料／ 1,000 円（全席自由）
※入場券は 12 月 19 日（月）から
清水町地域交流センター、ＮＰＯ
法人ウォーター・ビジョンで販売
※ 当日は、16：00 から入場整理券
を配布します。
主催／清水町教育委員会
問合せ／清水町生涯学習課　
　　　☎ 055-972-6678
ＮＰＯ法人ウォーター・ビジョン
　　　☎ 055-972-6112

ゆずります

クーファン　　　　　　　無　料
ポータブルトイレ　　　　無　料
男子長靴（14㌢、17㌢）　無　料
サンダル（19㌢）　　　　 無　料
ソファー（1人がけ）         無　料
コンパクトウォーカー（健康器具）
　　　　　　　　　　　　無　料
ハムスター飼育用品　 　　無　料
三島北高女子制服（夏、冬）無　料
エレクトーン　　　　　    無　料
グローブ（子ども用）　　  無　料
冷蔵庫（460㍑）　　　　   無　料
世界大百科事典　　　　　無　料
スチームアイロン　　　　無　料
大学受験用教材（5教科）　応　談
座卓　　　　　　　　　　応　談
プラモデル（ガンダム他）応　談

ゆずってください

子ども服（110 ～ 140㌢）
　　　　　　　　　　　　無　料
ヘアードライヤー　　　　無　料
子ども学習机　　　　　　無　料
千歳保育園 園服・体操着　応　談
寿光幼稚園の制服・ジャージ・体育着
　　　　　　　　　　　　　　　         応　談
自転車（大人用）　　　　　応　談
透明の窓ガラス（大型）  　応　談
トラクター　　　　　　　応　談
押切り　　　　　　　　　応　談
暁秀高校男子制服（Ｍ～Ｌ）、
　　　　暁秀高校指定品　応　談
自転車（17～ 18インチ）   応　談
自転車（幼児用）　　　　　応　談

不用品活用バンク

申込み・問合せ　市役所環境衛生課
☎ 055-949-6805

　不用品活用バンクに登録すれば

「ゆずってほしい」「ゆずりたい」

人を探します。来庁（韮山庁舎）か

電話でご登録ください。

（最高 6 カ月間、希望により再登録可）

12
月
４
日
（
日
）
〜
10
日
（
土
）

清水町

三島市

31 30

第
63
回

人
権
週
間
中
は
、
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。
自
分
の
権
利
だ
け
で

は
な
く
、
お
互
い
に
相
手
の
立
場

を
考
え
る
こ
と
、
そ
し
て
温
か
く

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と

な
ど
、
あ
ら
た
め
て
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

静
岡
地
方
法
務
局
沼
津
支
局

管
内
に
お
い
て
、
一
年
を
通
じ

て
、
継
続
的
に『
特
設
人
権
な
ん

で
も
相
談
所
』
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
家
庭
内
の
悩
み
ご
と
、
離
婚

問
題
、
心
配
ご
と
、
相
続
問
題
、

借
金
、
小
公
害
（
騒
音
、
悪
臭
な

ど
）、近
隣
の
問
題（
境
界
の
争
い
、

地
域
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
）、

い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
、
差
別
、

そ
の
他
人
権
問
題
な
ど
の
相
談
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
厳
守

で
、
無
料
相
談
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使えるものは再利用！

リサイクルの原点だよね

大
佐　

無
断 

操
縦
者
！

（
た
い
さ
む
だ
ん
そ
う
じ
ゅ
う
し
ゃ
）

人　
権　
週　
間

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～

問
合
せ

　

静
岡
地
方
法
務
局
沼
津
支
局

　

☎
０
５
５（
９
２
３
）１
２
０
１

表紙の言葉は、20世紀最
大の物理学者といわれた
アインシュタインの名言。
写真は韮山庁舎前の何気
ない夕暮れを撮影。東海
地震は私たちの平穏な『今日』を、突然奪いかねない
大災害です。『過去』のつらい経験を伝えてくれた多
賀城市の皆さんのためにも、私たちは東海地震とい
う『未来』を無事に乗り越えなければなりません。

何
者
な
ん
だ

あ
い
つ
は

大佐、あいつです
勝手に操縦してます！

答え○○○○○○○○○○○○○


